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(57)【要約】
　本発明は、（ａ）少なくとも１つの選択されたエチレン性不飽和光重合性化合物；（ｂ
）少なくとも１つの選択されたフェニルグリオキシレート型の硬化剤；及び（ｃ）少なく
とも１つの選択された着色剤を含むＵＶ硬化性着色組成物を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）少なくとも１つのエチレン性不飽和光重合性化合物と、
　（ｂ）少なくとも１つの硬化剤と
　（ｃ）少なくとも１つの着色剤と
を含み、
　エチレン性不飽和光重合性化合物（ａ）が、ポリエステルアクリレートであり、硬化剤
（ｂ）が、フェニルグリオキシレート型の光開始剤化合物であり、そして着色剤（ｃ）が
、ＵＶ及び短可視光線吸収非白色着色剤であることを特徴とする
光重合性組成物。
【請求項２】
　着色剤（ｃ）が、着色顔料又は染料、特に黄色、橙色、赤色、緑色及び黒色顔料又は染
料からなる群より選択される着色顔料又は染料である、請求項１記載の光重合性組成物。
【請求項３】
　フェニルグリオキシレート型の硬化剤が、式Ｉ又はＩａ：
【化２１】

〔式中、
　ｎは、１又は２であり；
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、又はＮＲ１２であり；
　Ｒ１は、ｎが１の場合、水素；場合によりＯＲ７及び／若しくはフェニルで置換されて
いるＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＲ７及び／若しくは
フェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合によりＣ１～Ｃ１２アルキル、シ
クロペンチル、シクロヘキシル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されて
いるフェニル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、又はＣ２～Ｃ１２アルケニルであり；
　Ｒ１は、ｎが２の場合、場合によりＯＲ７及び／若しくはフェニルで置換されているＣ

１～Ｃ２０アルキレン；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＲ７及び／若しくはフェ
ニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキレン；場合によりＣ１～Ｃ１２アルキル、シク
ロペンチル、シクロヘキシル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニレン；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキレン、又はＣ２～Ｃ１２アルケニレンであるか
、或いは下記：
【化２２】

の基のうちの１つであり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素；場合によりフェニル、Ｏ
Ｒ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以
上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置
換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；Ｃ２～Ｃ１２アルケ
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ニル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ

８Ｒ９で置換されているフェニルであるか；又はＯＲ７、ＳＲ７若しくはＮＲ８Ｒ９であ
り；
　Ｒ７は、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ１～
Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル
で置換されているフェニルであり；
　Ｒ８及びＲ９は、互いに独立して、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、
ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以
上のＣ１～Ｃ１２アルキルで置換されているフェニル；ＣＯＲ１１であるか、或いはＲ８

及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合によりＯ又はＮＲ１２で
中断されている５員、６員又は７員環を形成し；
　ここでＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９は、フェニル環において更
なる置換基と共に又はフェニル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成し；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
　Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はＯＲ１０であり；
　Ｒ１２は、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ１

～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ

１０で置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；場合により
１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニルであり；
　Ｒ１３は、水素又はＣ１～Ｃ２０アルキルであり；
　Ｅは、カチオンである〕
で示される化合物である、請求項１記載の光重合性組成物。
【請求項４】
　成分（ａ）及び（ｂ）及び（ｃ）に加えて、更なる光開始剤（ｅ）及び／又は更なる添
加剤（ｄ）を含む、請求項１記載の光硬化性組成物。
【請求項５】
　組成物全体に基づいて０．０５～１５重量％の硬化剤（ｂ）を含む、請求項１記載の光
硬化性組成物。
【請求項６】
　組成物全体に基づいて１～６０重量％の着色剤（ｃ）を含む、請求項１記載の光硬化性
組成物。
【請求項７】
　着色組成物を硬化する方法であって、
　請求項１で定義された着色組成物を基材の少なくとも１面に適用すること、及び
　組成物を２００～６００nmの範囲の光で照射すること
を含む方法。
【請求項８】
　組成物を、
　０．１～３００μmの厚さで基材に適用し、
　続いて、２００～６００nmの波長範囲の光で照射する
請求項７記載の方法。
【請求項９】
　２００～６００nmの波長範囲の光で照射することにより、ＵＶ及び短可視光線吸収着色
剤を含む着色ＵＶ硬化性組成物を硬化するための、硬化剤としてのフェニルグリオキサレ
ート型の光開始剤化合物の使用。
【請求項１０】
　請求項１記載の着色組成物で少なくとも１面が被覆された被覆基材。
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【請求項１１】
　着色表面被覆、印刷インク、スクリーン印刷インク、オフセット印刷インク、フレキソ
印刷インク、粉末被覆、印刷版、接着剤、複合材料、ゲルコート、ガラスファイバーケー
ブル被覆、スクリーン印刷ステンシル、レジスト材料、立体リソグラフによる三次元物品
用、写真再生用又は画像記録材料用カラーフィルターの製造のための、請求項１記載の組
成物の使用。
【請求項１２】
　着色表面被覆、印刷インク、スクリーン印刷インク、オフセット印刷インク、フレキソ
印刷インク、粉末被覆、印刷版、接着剤、複合材料、ゲルコート、ガラスファイバーケー
ブル被覆、スクリーン印刷ステンシル、レジスト材料、立体リソグラフによる三次元物品
用、写真再生用又は画像記録材料用カラーフィルターの製造のための、請求項７記載の方
法。
【請求項１３】
　式（Ｉｂ）：

【化２３】

〔式中、
　ｎは、１又は２であり；
　Ｘは、Ｏ又はＳ、特にＯであり；
　Ｒ１は、ｎが１の場合、分岐鎖Ｃ３～Ｃ２０アルキルであるか又はＣ５～Ｃ８シクロア
ルキルであり、これは非置換であるか又は直鎖若しくは分岐鎖Ｃ１～Ｃ２０アルキルで置
換されており；
　Ｒ１は、ｎが２の場合、分岐鎖Ｃ３～Ｃ２０アルキレンであり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素；場合によりフェニル、Ｏ
Ｒ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以
上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置
換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ

８Ｒ９で置換されているフェニルであるか；又はＯＲ７、ＳＲ７若しくはＮＲ８Ｒ９であ
り；
　但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６のうちの少なくとも１つはＳＲ７であり；
　Ｒ７は、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ１～
Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル
で置換されているフェニルであり；
　Ｒ８及びＲ９は、互いに独立して、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、
ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以
上のＣ１～Ｃ１２アルキルで置換されているフェニル；ＣＯＲ１１であるか、或いはＲ８

及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合によりＯ又はＮＲ１２で
中断されている５員、６員又は７員環を形成し；
　ここでＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９は、フェニル環において更
なる置換基と共に又はフェニル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成し；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
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　Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はＯＲ１０であり；そして
　Ｒ１２は、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ１

～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ

１０で置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；場合により
１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニルである〕
で示される化合物。
【請求項１４】
　Ｒ４が、ＳＲ７であり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６が、互いに独立して、水素であり；そして
　Ｒ７が、Ｃ１～Ｃ２０アルキルである
請求項１３記載の式（Ｉｂ）の化合物。
【請求項１５】
　下記：

【化２４】

で示される化合物。
【請求項１６】
　（ａ）少なくとも１つのエチレン性不飽和光重合性化合物と、
　（ｂ）光開始剤として、少なくとも１つの、請求項１３で定義された式（Ｉｂ）の化合
物又は請求項１５で定義された式（１）、（２）、（３）又は（４）の化合物と
を含む、光重合性組成物。
【請求項１７】
　式（Ｉｂ）、（１）、（２）、（３）又は（４）の光開始剤（ｂ）に加えて、少なくと
も１つの更なる光開始剤（ｂ１）及び／又は更なる共開始剤及び／又は他の添加剤（ｅ）
を含む、請求項１６記載の光重合性組成物。
【請求項１８】
　組成物に基づいて０．０５～２５重量％の光開始剤（ｂ）又は光開始剤（ｂ）及び（ｂ
１）を含む、請求項１６～１７のいずれか１項記載の光重合性組成物。
【請求項１９】
　エチレン性不飽和二重結合を含有する化合物の光重合の方法であって、請求項１６～１
８のいずれか１項記載の組成物に１５０～６００nmの範囲の電磁放射線、又は電子ビーム
、又はＸ線を照射することを含む方法。
【請求項２０】
　光開始剤としての、請求項１３で定義された式（Ｉｂ）の化合物又は請求項１５で定義
された式（１）、（２）、（３）若しくは（４）の化合物の使用。
【請求項２１】
　着色及び非着色塗料、ワニス、粉末被覆、印刷インク、印刷版、接着剤、感圧接着剤、
歯科用組成物、ゲルコート、フォトレジスト、電気めっきレジスト、液体及び乾燥膜の両
方用のエッチレジスト、はんだレジスト、カラーフィルターを製造するためのレジスト、
プラズマディスプレーパネル、エレクトロルミネセンスディスプレー及びＬＣＤの製造プ
ロセスにおいて構造体を生成するためのレジスト、ＬＣＤのための、ホログラフデータ記
憶（ＨＤＳ）のためのスペーサー、電気及び電子部品を封入するための、磁気記録材料、
マイクロメカニカル部品、導波管、光スイッチ、めっきマスク、エッチマスク、カラー校
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正刷り系、ガラスファイバーケーブル被覆、スクリーン印刷ステンシルを製造するための
、立体リソグラフィーによる三次元物体を製造するための組成物として、画像記録材料と
して、ホログラフ記録、マイクロエレクトロニクス回路、脱色材料、画像記録材料用の脱
色材料のために、マイクロカプセルを使用する画像記録材料のために、ＵＶ及び可視レー
ザーの直接画像化系のためのフォトレジスト材料として、プリント回路基板の連続堆積層
における誘電層の形成に使用されるフォトレジスト材料として製造することにおける、請
求項１６～１８のいずれか１項記載の組成物の使用。
【請求項２２】
　着色及び非着色塗料、ワニス、粉末被覆、印刷インク、印刷版、接着剤、感圧接着剤、
歯科用組成物、ゲルコート、電子部品用フォトレジスト、電気めっきレジスト、液体及び
乾燥膜の両方用のエッチレジスト、はんだレジスト、多様なディスプレー用途におけるカ
ラーフィルターを製造するためのレジスト、プラズマディスプレーパネル、エレクトロル
ミネセンスディスプレー及びＬＣＤの製造プロセスにおいて構造体を生成するためのレジ
スト、ＬＣＤのための、ホログラフデータ記憶（ＨＤＳ）のためのスペーサー、電気及び
電子部品を封入するための、磁気記録材料、マイクロメカニカル部品、導波管、光スイッ
チ、めっきマスク、エッチマスク、カラー校正刷り系、ガラスファイバーケーブル被覆、
スクリーン印刷ステンシルを製造するための、立体リソグラフィーによる三次元物体を製
造するための組成物として、画像記録材料として、ホログラフ記録、マイクロエレクトロ
ニクス回路、脱色材料、画像記録材料用の脱色材料ために、マイクロカプセルを使用する
画像記録材料のために、ＵＶ及び可視レーザーの直接画像化系のためのフォトレジスト材
料として、プリント回路基板の連続堆積層における誘電層の形成に使用されるフォトレジ
スト材料として製造することにおける、請求項１９項記載の方法。
【請求項２３】
　請求項１６記載の組成物により少なくとも１面を被覆された被覆基材。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、新規な光開始剤及び着色光硬化性化合物、並びにこれらを硬化する方法に関
するにものである。
【０００２】
　現在のＵＶ硬化技術は、十分な陰ぺい力を持つ顔料着色膜を硬化する能力に限定されて
いる。この問題は、特に鮮やかな色に適用される場合、とりわけ黄色、橙色、赤色、緑色
及び黒色において存在し続けている。この障害の主な理由は、光が膜の中に浸透するのを
防止する、顔料のＵＶ範囲及び短波長可視光線の範囲内における固有の吸光特性である。
したがって、膜全体を完全に架橋するのに十分なラジカルが光開始剤から形成されない。
そのような膜は、光が表面を硬化するには十分なので光沢及び乾燥表面を示すが、基材の
近くでは架橋が低下しているか、又は被覆は、液体若しくは粘着性のままである。不十分
な透過硬化は、接着の低下、機械的及び化学的耐性の並びに基質の保護の低下のような膜
特性の欠陥をもたらす。白色及び淡色の色合いの不透明膜でしか、現在、ビスアシルホス
フィンオキシド型光開始剤を使用して硬化することができない。今までのところ、鮮やか
な色は、薄いほぼ透明な膜でしか硬化することができない。鮮やかな色を持つ完全に不透
明な膜の硬化を達成するためには、多くの場合、幾つかの個別の層を適用し、硬化する必
要があり、このことは、例えばエネルギー及び空間の節約に関してＵＶ硬化技術の利点を
制限する。
【０００３】
　フェニルグリオキシレート型の光開始剤は、現在、鮮やかに着色されたＵＶ硬化性配合
物の硬化性、すなわち透過硬化を増加することが確認されている。フェニルグリオキシル
酸エステルは、例えば、米国特許４，４７５，９９９号、米国特許第４，０３８，１６４
号、米国特許第６，０４８，６６０号、国際公開公報第００／５６８２２号及び欧州特許
公報第９６５６２１号によって光開始剤として知られているが、今までのところ、着色さ
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示されたことはない。現在の最先端のビスアシルホスフィンオキシド型光開始剤は長波吸
収を示が、驚くべきことに、これらの光開始剤は示さない。フェニルグリオキシレートは
、鮮やかな色、より厚い膜厚の有意に改善された硬化性を示し、より多くの着色剤が装填
された組成物を硬化することができ、これによって単一の適用硬化工程により不透明なＵ
Ｖ硬化性膜が達成される。
【０００４】
　したがって、本発明の主題は、下記：
　（ａ）少なくとも１つのエチレン性不飽和光重合性化合物と、
　（ｂ）少なくとも１つの硬化剤と
　（ｃ）少なくとも１つの着色剤と
を含み、
　エチレン性不飽和光重合性化合物（ａ）が、ポリエステルアクリレートであり、硬化剤
（ｂ）が、フェニルグリオキシレート型の光開始剤化合物であり、そして着色剤（ｃ）が
、ＵＶ及び短可視光線吸収非白色着色剤であることを特徴とする
光硬化性組成物である。
【０００５】
　フェニルグリオキシレート型の化合物は、フェニルグリオキサル酸、そのエステル、チ
オエステル、アミド及び塩、並びに対応する誘導体に対応し、特に、アルコキシ－、（場
合により置換されている）フェノキシ－、アルキルチオ－又は（場合により置換されてい
る）フェニルチオ－置換基との誘導体に対応する。
　特に、フェニルグリオキシレート型の硬化剤は、式Ｉ又はＩａ：
【０００６】
【化１】

【０００７】
〔式中、
　ｎは、１又は２であり；
　Ｘは、Ｏ、Ｓ、又はＮＲ１２であり；
　Ｒ１は、ｎが１の場合、水素；場合によりＯＲ７及び／若しくはフェニルで置換されて
いるＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＲ７及び／若しくは
フェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合によりＣ１～Ｃ１２アルキル、シ
クロペンチル、シクロヘキシル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されて
いるフェニル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、又はＣ２～Ｃ１２アルケニルであり；
　Ｒ１は、ｎが２の場合、場合によりＯＲ７及び／若しくはフェニルで置換されているＣ

１～Ｃ２０アルキレン；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＲ７及び／若しくはフェ
ニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキレン；場合によりＣ１～Ｃ１２アルキル、シク
ロペンチル、シクロヘキシル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニレン；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキレン、又はＣ２～Ｃ１２アルケニレンであるか
、或いは下記：
【０００８】
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【化２】

【０００９】
の基のうちの１つであり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素；場合によりフェニル、Ｏ
Ｒ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以
上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置
換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ

８Ｒ９で置換されているフェニルであるか；又はＯＲ７、ＳＲ７若しくはＮＲ８Ｒ９であ
り；
　Ｒ７は、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ１～
Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル
で置換されているフェニルであり；
　Ｒ８及びＲ９は、互いに独立して、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、
ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以
上のＣ１～Ｃ１２アルキルで置換されているフェニル；ＣＯＲ１１であるか、或いはＲ８

及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合によりＯ又はＮＲ１２で
中断されている５員、６員又は７員環を形成し；
　ここでＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９は、フェニル環において更
なる置換基と共に又はフェニル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成し；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
　Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はＯＲ１０であり；
　Ｒ１２は、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ１

～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ

１０で置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；場合により
１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニルであり；
　Ｒ１３は、水素又はＣ１～Ｃ２０アルキルであり；
　Ｅは、カチオンである〕
で示される化合物である。
【００１０】
　Ｃ１～Ｃ２０アルキルは、直鎖又は分岐鎖であり、例えば、Ｃ１～Ｃ１８－、Ｃ１～Ｃ

１４－、Ｃ１～Ｃ１２－、Ｃ１～Ｃ８－、Ｃ１～Ｃ６－又はＣ１～Ｃ４アルキルである。
例は、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、sec－ブチル、イソブチ
ル、tert－ブチル、ペンチル、ヘキシル、ヘプチル、２，４，４－トリメチルペンチル、
２－エチルヘキシル、オクチル、ノニル、デシル、ドデシル、テトラデシル、ペンタデシ
ル、ヘキサデシル、オクタデシル及びイコシルである。
　分岐鎖Ｃ３～Ｃ２０アルキルは、例えば分岐鎖Ｃ３～Ｃ１８－、Ｃ３～Ｃ１４－、Ｃ３

～Ｃ１２－、Ｃ３～Ｃ８－、Ｃ３～Ｃ６－又はＣ３～Ｃ４アルキルであり、例としてはイ
ソプロピル、sec－ブチル、イソブチル、tert－ブチル、２，２－ジメチルプロピル、１
－（１－メチルエチル）－２－メチル－プロピル、２，４，４－トリメチルペンチル、２
－エチルヘキシルなどであり、特にイソプロピル、イソブチル、２，２－ジメチルプロピ
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ル又は１－（１－メチルエチル）－２－メチル－プロピルである。
　Ｃ１～Ｃ１８アルキル、Ｃ１～Ｃ１４アルキル、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ１～Ｃ８ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ６アルキル及びＣ１～Ｃ４アルキルは、対応する数のＣ原子までＣ１～
Ｃ２０アルキルについて上記で与えられた意味と同じ意味を有する。
【００１１】
　１個以上のＯにより中断されているＣ２～Ｃ２０アルキルは、例えば、Ｏにより１～９
回、１～７回、又は１若しくは２回中断されている。基が１個を越えるＯで中断されてい
る場合、前記Ｏ原子は、少なくとも１つのメチレン基により互いに離れており、すなわち
Ｏ原子は非連続性である。例は、次の構造単位－ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ３、－ＣＨ２ＣＨ２－
Ｏ－ＣＨ２ＣＨ３、－〔ＣＨ２ＣＨ２Ｏ〕ｙ－ＣＨ３（ここで、ｙ＝１～９）、－（ＣＨ

２ＣＨ２Ｏ）７ＣＨ２ＣＨ３、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２ＣＨ３又
は－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ３である。
【００１２】
　Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキルは、例えば、シクロプロピル、シクロペンチル、シクロヘ
キシル、シクロオクチル、シクロドデシル、特にシクロペンチル及びシクロヘキシル、好
ましくはシクロヘキシルである。本出願の文脈において、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキルは
、少なくとも１つの環を含むアルキルとして理解されるべきである。例えば、メチル－シ
クロペンチル、メチル－又はジメチルシクロヘキシル、下記：
【００１３】
【化３】

【００１４】
並びに架橋又は縮合環系、例えば下記：
【００１５】
【化４】

【００１６】
なども、この用語に包含されることが意図される。
　非置換であるか又は直鎖若しくは分岐鎖Ｃ１～Ｃ２０アルキルで置換されているＣ５～
Ｃ８シクロアルキルは、例えば、シクロペンチル、シクロヘキシル、シクロオクチル、シ
クロドデシル、特にシクロペンチル及びシクロヘキシル、メチルシクロペンチル、メチル
シクロヘキシル、エチルシクロペンチル、エチルシクロヘキシル、プロピルシクロペンチ
ル、プロピルシクロヘキシル、イソプロピルシクロペンチル、イソプロピルシクロヘキシ
ル、ｔ－ブチルシクロペンチル、ｔ－ブチルシクロヘキシルなどである。
【００１７】
　Ｃ２～Ｃ１２アルケニルは、単又は多不飽和、直鎖又は分岐鎖であり、例えば、Ｃ２～
Ｃ８－、Ｃ２～Ｃ６－又はＣ２～Ｃ４アルケニルである。例は、アリル、メタリル、ビニ
ル、１，１－ジメチルアリル、１－ブテニル、３－ブテニル、２－ブテニル、１，３－ペ
ンタジエニル、５－ヘキセニル又は７－オクテニル、特にアリル又はビニルである。
【００１８】
　置換フェニルは、フェニル環において１～５回、例えば、１回、２回又は３回、特に１
回又は２回置換されている。
【００１９】
　Ｃ１～Ｃ２０アルキレンは、直鎖又は分岐鎖アルキレンであり、例えば、メチレン、エ
チレン、プロピレン、１－メチルエチレン、１，１－ジメチルエチレン、ブチレン、１－
メチルプロピレン、２－メチル－プロピレン、ペンチレン、ヘキシレン、ヘプチレン、オ
クチレン、ノニレン、デシレン、ドデシレン、テトラデシレン、ヘキサデシレン又はオク
タデシレンである。特に、Ｘは、Ｃ１～Ｃ１２アルキレンであり、例えば、エチレン、デ
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シレン、下記：
【００２０】
【化５】

【００２１】
である。
【００２２】
　１個以上のＯにより中断されているＣ２～Ｃ２０アルキレンは、例えば、Ｏにより１～
９回、例えば１～７回、又は１若しくは２回中断されている。これは、例えば－ＣＨ２－
Ｏ－ＣＨ２－、－ＣＨ２ＣＨ２－Ｏ－ＣＨ２ＣＨ２－、－〔ＣＨ２ＣＨ２Ｏ〕ｙ－、－〔
ＣＨ２ＣＨ２Ｏ〕ｙ－ＣＨ２－（ここで、ｙ＝１－９）、－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）７ＣＨ２

ＣＨ２－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）－又は－ＣＨ２－Ｃ
Ｈ（ＣＨ３）－Ｏ－ＣＨ２－ＣＨ２ＣＨ２－のような構造単位を生じる。中断している原
子は、非連続的である。
　分岐鎖Ｃ３～Ｃ２０アルキレンは、例えば、１－メチルエチレン、１，１－ジメチルエ
チレン、１，２－ジメチルエチレン、１－メチルプロピレン、２－メチル－プロピレンな
どであり、特に１，２－ジメチルエチレンである。
【００２３】
　Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキレンは、例えば、シクロプロピレン、シクロペンチレン、シ
クロヘキシレン、シクロオクチレン、シクロドデシレン、特にシクロペンチレン及びシク
ロヘキシレン、好ましくはシクロヘキシレンである。しかしＣ３～Ｃ１２シクロアルキレ
ンは、また、例えば、下記：
【００２４】
【化６】

【００２５】
のような構造単位であり、ここでｘ及びｙは、互いに独立して、０～６であり、ｘ＋ｙの
合計は≦６であるか、又は下記：
【００２６】
【化７】

【００２７】
のような構造単位であり、ここでｘ及びｙは、互いに独立して、０～７であり、ｘ＋ｙの
合計は≦７である。
【００２８】
　Ｃ２～Ｃ１２アルケニレンは、単又は多不飽和であり、例えば、エチニレン、１－プロ
ペニレン、１－ブテニレン、３－ブテニレン、２－ブテニレン、１，３－ペンタジエニレ
ン、５－ヘキセニレン又は７－オクテニレンである。
【００２９】
　ＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９が、フェニル環において更なる置
換基と共に又はフェニル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成する場合、例えば以下
の構造が包含される：
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【００３０】
【化８】

【００３１】
　Ｒ８及びＲ９が、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合により－Ｏ－又は
－ＮＲ１１－で中断されている５員、６員又は７員環を形成する場合、飽和又は不飽和環
が形成され、例えば、アジリジン、ピロール、ピロリジン、オキサゾール、ピリジン、１
，３－ジアジン、１，２－ジアジン、ピペリジン又はモルホリンである。
【００３２】
　Ｅは、陽イオンを形成することができるラジカルであり、したがって、式Ｉａの陰フェ
ニルグリオキシレートイオンに対する対イオンＥ＋として適切なラジカルである。適切な
イオンは無機又は有機カチオンである。
　これらのＥの例は、Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ又はＣｓのようなアルカリ金属、特にリチウム又は
ナトリウム、例えばＭｇ、Ｃａ、Ｚｎ、Ｃｕのようなアルカリ土類金属；例えばＡｌのよ
うな酸化状態３＋の金属カチオン、例えばＳｎ又はＴｉのような酸化状態４＋の金属カチ
オン（対イオンが１を超える正原子価を有する場合、対応する数のフェニルグリオキシレ
ートアニオンが存在することは明白である）；「オニウム」カチオン、例えば、第四級ア
ンモニウム化合物、アンモニウム、テトラ－アルキルアンモニウム、トリ－アルキル－ア
リール－アンモニウム、ジ－アルキル－ジ－アリール－アンモニウム、トリ－アリール－
アルキル－アンモニウム、テトラ－アリール－アンモニウム、テトラ－アルキルホスホニ
ウム、トリ－アルキル－アリール－ホスホニウム、ジ－アルキル－ジ－アリール－ホスホ
ニウム、トリ－アリール－アルキル－ホスホニウム、テトラ－アリール－ホスホニウム、
特にアンモニウム又はテトラアルキルアンモニウムである。
　テトラアルキルアンモニウムの例は、特に、テトラメチルアンモニウム及びテトラブチ
ルアンモニウムであるが、トリスアルキルアンモニウムイオン、例えばトリメチルアンモ
ニウムも適している。適切なホスホニウム及びアンモニウム対イオンは、式：＋ＰＲｗＲ

ｘＲｙＲｚ及び＋ＮＲｗＲｘＲｙＲｚのものであり、ここでＲｗ、Ｒｘ、Ｒｙ、Ｒｚは、
互いに独立して、水素か、非置換又は置換されているアルキル、シクロアルキル、アルケ
ニル、フェニル又はアリールアルキルである。これらのアルキル、シクロアルキル、アル
ケニル、フェニル又はアリールアルキルラジカルの置換基は、例えば、ハロゲン化物、ヒ
ドロキシル、ヘテロシクロアルキル（例えば、エポキシ、アジリジル、オキセタニル、フ
ラニル、ピロリジニル、ピロリル、チオフェニル、テトラヒドロフラニルなど）、ジアル
キルアミノ、アミノ、カルボキシル、アルキル－及びアリールカルボニル、アリールオキ
シ－及びアルコキシカルボニルである。
　四価窒素が、５員又は６員環の一部であることもでき、この場合この環は次に他の環系
と縮合することができる。これらの系は、追加のヘテロ原子、例えばＳ、Ｎ、Ｏを含むこ
ともできる。四価窒素は、多環式環系の一部であることもでき、例えばアゾニアプロペラ
ンである。これらの系は、更なるヘテロ原子、例えばＳ、Ｎ、Ｏを含むこともできる。
　また適しているものは、ポリアンモニウム塩及びポリホスホニウム塩、特にビス塩であ
り、ここでは「モノ」化合物について上記に記載したものと同じ置換基が存在することが
可能である。
　用いることができるホウ酸塩に対する他の陽対イオンＥ＋は、オニウムイオン、例えば
ヨードニウム又はスルホニウムイオンである。
【００３３】
　そのような対イオンの例は、下記式：
【００３４】
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【化９】

【００３５】
のラジカルであり、欧州特許公報第５５５０５８号及び欧州特許公報第６９００７４号に
記載されている。また対イオンとして興味深いものは、下記：
【００３６】

【化１０】

【００３７】
である。対イオンとして更に興味深いものは、例えば下記：
【００３８】

【化１１】

【００３９】
のようなヨードニウムカチオンである。
【００４０】
　Ｅは、例えば、酸化状態＋１の金属カチオン、Ｎ＋ＲｗＲｘＲｙＲｚ又はＰ＋ＲｗＲｘ

ＲｙＲｚであり、ここでＲｗ、Ｒｘ、Ｒｙ、Ｒｚは、互いに独立して、水素；Ｃ１～Ｃ２

０アルキル；フェニル；ＯＨ又はフェニルで置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；ＯＨ
又はＣ１～Ｃ４アルキルで置換されているフェニルである。
　Ｅは、好ましくは、Ｌｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｃｓ＋、Ｎ＋ＲｗＲｘＲｙＲｚ又はＰ＋Ｒ

ｗＲｘＲＲｚ；特に、Ｌｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、Ｎ＋ＲｗＲｘＲｙＲｚ又はＰ＋ＲｗＲｘＲ

ｙＲｚである。
　好ましいものは、Ｎａ、Ｌｉ、Ｋ、Ｍｇ、テトラエチルアンモニウム、テトラブチルア
ンモニウム、テトラ（１－ヒドロキシ－３－メチル－ブタ－３－イル）アンモニウム、テ
トラブチルホスホニウム、トリフェニルエチルホスホニウム、下記：
【００４１】

【化１２】

【００４２】
であり、ここでＲＡは、水素又はメチルである。
　一価カチオンＥが好ましい。
【００４３】
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　フェニルグリオキシレート化合物は、光開始剤として知られている。当業者は、そのよ
うな化合物を調製する方法を熟知しており、この種類の化合物の幾つかは、市販されてお
り、例えば、Ciba Specialty Chemicalsから提供されるIRGACURE（登録商標）754又はメ
チルα－オキソベンゼンアセテートである。化合物の例、並びにこれらの調製は、J.V. C
rivello, K. Dietlikerにより、Photoinitiators for Free Radical Cationic & Anionic
 Photopolymerization, 2nd ed., Chemistry & Technology of UV&EB Formulation for C
oatings, Inks & Paints, Vol. III, 1998, J. Wiley and Sonsにおいて、K. Dietliker
によりA compilation of Photoinitiators Commercially available for UV today, SITA
 Technology, Edinburgh, 2002において、並びに米国特許第４，０３８，１６４号、米国
特許第１，５３４，３２０号、米国特許第４，４７５，９９９号、国際公開公報第００／
５６８２２号、欧州特許公報第９６５６２１号、米国特許第６，０４８，６６０号、国際
公開公報第０６／０６７０６１号において提示されている。
【００４４】
　エチレン性不飽和成分及び着色剤を含む本発明の組成物において好ましいものは、Ｘが
Ｏ又はＮＲ１２、特にＯである式Ｉの化合物である。
　前記組成物において、Ｒ1は、ｎが１の場合、例えば、水素；場合によりＯＲ７及び／
若しくはフェニルで置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場
合によりＯＲ７及び／若しくはフェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合に
よりＣ１～Ｃ１２アルキル、シクロヘキシル、ＯＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換さ
れているフェニル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、又はＣ２～Ｃ１２アルケニルである。
　或いはＲ1は、ｎが１の場合、例えば、水素；場合によりＯＲ７で置換されているＣ１

～Ｃ１２アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＲ７で置換されているＣ２～
Ｃ１２アルキル；場合によりＣ１～Ｃ４アルキル、ＯＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置
換されているフェニル；シクロペンチル、シクロヘキシル、又はアリルである。
　好ましくはＲ1は、ｎが１の場合、水素；場合によりＯＲ７で置換されているＣ１～Ｃ

８アルキル；１若しくは２個のＯで中断され、場合によりＯＲ７で置換されているＣ２～
Ｃ１２アルキル；場合によりＣ１～Ｃ４アルキル、ＯＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置
換されているフェニル；シクロペンチル、シクロヘキシル、又はアリルである。
　特に好ましいＲ１は、ｎが１の場合、水素；場合によりＯＲ７で置換されているＣ１～
Ｃ８アルキル；１若しくは２個のＯで中断され、場合によりＯＲ７で置換されているＣ２

～Ｃ１２アルキル；シクロペンチル、シクロヘキシル、又はアリルであり、特にＲ１は、
ｎが１の場合、水素；場合によりＯＲ７で置換されているＣ１～Ｃ６アルキル；１若しく
は２個のＯで中断されており、場合によりメトキシで置換されているＣ２～Ｃ１２アルキ
ル；シクロペンチル、又はシクロヘキシルである。
　エチレン性不飽和成分及び着色剤を式Ｉの化合物に含む本発明の組成物において、
　Ｒ１は、ｎが２の場合、例えば、場合によりＯＲ７及び／若しくはフェニルで置換され
ているＣ１～Ｃ２０アルキレン；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＲ７及び／若し
くはフェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキレン；場合によりＣ１～Ｃ１２アルキ
ル、シクロヘキシル、ＯＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているフェニレン；Ｃ

５～Ｃ１２シクロアルキレン、又はＣ２～Ｃ１２アルケニレンを示すか、或いは基（Ａ）
、（Ｂ）、（Ｃ）又は（Ｄ）のうちの１つである。
　特にＲ１は、ｎが２の場合、Ｃ１～Ｃ２０アルキレン；１個以上のＯで中断されている
Ｃ２～Ｃ２０アルキレン；場合によりＣ１～Ｃ４アルキル、ＯＲ７及び／若しくはＮＲ８

Ｒ９で置換されているフェニレン；Ｃ５～Ｃ１０シクロアルキレン、又はＣ２～Ｃ６アル
ケニレンであるか、或いは基（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）又は（Ｄ）のうちの１つである。
　好ましいＲ１は、ｎが２の場合、Ｃ１～Ｃ１２アルキレン；１個以上のＯで中断されて
いるＣ２～Ｃ１２アルキレン；場合によりＣ１～Ｃ４アルキル、ＯＲ７及び／若しくはＮ
Ｒ８Ｒ９で置換されているフェニレン；Ｃ５～Ｃ１０シクロアルキレン、又はＣ４～Ｃ６

アルケニレンであり、特にＣ１～Ｃ６アルキレン；１個以上のＯで中断されているＣ２～
Ｃ６アルキレンである。
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　ｎは、好ましくは１である。
　組成物において、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、例えば、互いに独立して、場合
によりフェニル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ１～Ｃ１

２アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若し
くはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ２～Ｃ１２アルキル；Ｃ５～Ｃ１２シクロアルキル；
Ｃ２～Ｃ１２アルケニル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７

及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているフェニルであるか；又は水素、ＯＲ７、ＳＲ

７若しくはＮＲ８Ｒ９である。
　特に、Ｒ２及びＲ６は、水素であり、そしてＲ３、Ｒ４及びＲ５は、互いに独立して、
場合によりフェニル、ＯＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ１～Ｃ４アル
キル；１若しくは２個のＯで中断されているＣ２～Ｃ６アルキル；シクロヘキシル；アリ
ル；場合により１若しくは２つのＣ１～Ｃ４アルキル、ＯＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９

で置換されているフェニルであるか、又は水素、ＯＲ７、ＳＲ７若しくはＮＲ８Ｒ９であ
る。好ましいものは、Ｒ２、Ｒ５及びＲ６が、水素であり、そしてＲ３及びＲ４が、互い
に独立して、Ｃ１～Ｃ４アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９である組成物であり、
特にＲ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６が、水素であり、そしてＲ４が、ＯＲ７又はＳＲ７、特に
ＳＲ７であるものである。
　Ｒ７は、例えば、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されてい
るＣ１～Ｃ１２アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又
はフェニルで置換されているＣ２～Ｃ１２アルキル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１６

アルキルで置換されているフェニルである。好ましいＲ７は、水素；Ｃ１～Ｃ４アルキル
；１又は２個のＯで中断され、場合によりＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ２

～Ｃ６アルキル；場合により１又は２つのＣ１～Ｃ４アルキルで置換されているフェニル
である。特に、好ましいＲ７は、メチル又はフェニルである。
　Ｒ８及びＲ９は、例えば、互いに独立して、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又
はフェニルで置換されているＣ１～Ｃ１２アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によ
りＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ２～Ｃ１２アルキル；場合によ
り１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキルで置換されているフェニル；ＣＯＲ１１であるか、或
いはＲ８及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合によりＯ又はＮ
Ｒ１２で中断されている５員、６員又は７員環を形成するか、或いはＯＲ７、ＳＲ７又は
ＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９は、フェニル環において更なる置換基と共に又はフェニ
ル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成する。
　Ｒ８及びＲ９は、例えば、好ましくは互いに独立して、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１

０及び／又はフェニルで置換されているＣ１～Ｃ４アルキル；１又は２個のＯで中断され
、場合によりＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ２～Ｃ６アルキル；場合により
１又は２つのＣ１～Ｃ４アルキルで置換されているフェニル；ＣＯＲ１１であるか、或い
はＲ８及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合によりＯ又はＮＲ

１２で中断されている、６員環を形成し；
　ここでＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９は、フェニル環において更
なる置換基と共に又はフェニル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成し；
　Ｒ８及びＲ９は、特に、互いに独立して、水素；Ｃ１～Ｃ４アルキル；１若しくは２個
のＯで中断され、場合によりＯＨ及び／若しくはＯＲ１０で置換されているＣ２～Ｃ６ア
ルキル；場合により１若しくは２つのＣ１～Ｃ４アルキルで置換されているフェニル；又
はＣＯＲ１１であるか、或いはＲ８及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒にな
って、場合によりＯ又はＮＲ１２で中断されている６員環を形成する。
　特にＲ８及びＲ９は、互いに独立して、水素；Ｃ１～Ｃ４アルキル；１若しくは２個の
Ｏで中断され、場合によりＯＨ及び／若しくはＯＲ１０で置換されているＣ２～Ｃ６アル
キル；場合により１若しくは２つのＣ１～Ｃ４アルキルで置換されているフェニルである
か、又はＣＯＲ１１である。
　Ｒ１０は、例えば、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、好ましくはＣ１～Ｃ４アルキル、特にメチ
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ル又はエチルである。
　Ｒ１１は、例えば、Ｃ１～Ｃ１２アルキル又はＯＲ１０、好ましくはＣ１～Ｃ４アルキ
ル又はＯＲ１０、特にメチル、エチル又はＯＲ１０である。
　Ｒ１２は、例えば、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されて
いるＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及び／
又はＯＲ１０で置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；場
合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換
されているフェニルであり；
　Ｒ１２は、好ましくは、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換さ
れているＣ１～Ｃ１２アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及
び／又はＯＲ１０で置換されているＣ２～Ｃ１２アルキル；Ｃ５～Ｃ１２シクロアルキル
；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換され
ているフェニルである。
　Ｒ１２は、特に、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されてい
るＣ１～Ｃ４アルキル；１又は２個のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及び／又
はＯＲ１０で置換されているＣ２～Ｃ６アルキル；シクロヘキシル；場合により１又は２
つのＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換されているフェニルであ
る。
　特にＲ１２は、水素；場合によりＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ１～Ｃ４

アルキル；１又は２個のＯで中断され、場合によりＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されて
いるＣ２～Ｃ６アルキルである。
【００４５】
　興味深いものは、下記の実施例において、Ｐ－１４、Ｐ－６、Ｐ－４、Ｐ－７、Ｐ－９
、Ｐ－８、Ｐ－１３、Ｐ－３、Ｐ－１２、Ｐ－２、Ｐ－１０、Ｐ－１１、Ｐ－１６、Ｐ－
１７、Ｐ－２２、Ｐ－１５、特にＰ－１４、Ｐ－６、Ｐ－４、Ｐ－７、Ｐ－９、Ｐ－８、
Ｐ－１３、Ｐ－３、Ｐ－１２、Ｐ－２、Ｐ－１０、Ｐ－１１、とりわけＰ－１４、Ｐ－６
、Ｐ－４、Ｐ－７と示されている化合物である。
【００４６】
　本発明の主題は、更に、式（Ｉｂ）：
【００４７】
【化１３】

【００４８】
〔式中、
　ｎは、１又は２であり；
　Ｘは、Ｏ又はＳ、特にＯであり；
　Ｒ１は、ｎが１の場合、分岐鎖Ｃ３～Ｃ２０アルキルであるか又はＣ５～Ｃ８シクロア
ルキルであり、これは非置換であるか又は直鎖若しくは分岐鎖Ｃ１～Ｃ２０アルキルで置
換されており；
　Ｒ１は、ｎが２の場合、分岐鎖Ｃ３～Ｃ２０アルキレンであり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６は、互いに独立して、水素；場合によりフェニル、Ｏ
Ｒ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以
上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ８Ｒ９で置
換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／若しくはＮＲ
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８Ｒ９で置換されているフェニルであるか；又はＯＲ７、ＳＲ７若しくはＮＲ８Ｒ９であ
るが；
　但し、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５及びＲ６のうちの少なくとも１つはＳＲ７であり；
　Ｒ７は、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ１～
Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル
で置換されているフェニルであり；
　Ｒ８及びＲ９は、互いに独立して、水素；場合によりＯＨ、ＯＲ１０及び／又はフェニ
ルで置換されているＣ１～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりＯＨ、
ＯＲ１０及び／又はフェニルで置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；場合により１つ以
上のＣ１～Ｃ１２アルキルで置換されているフェニル；ＣＯＲ１１であるか、或いはＲ８

及びＲ９は、それらが結合しているＮ原子と一緒になって、場合によりＯ又はＮＲ１２で
中断されている５員、６員又は７員環を形成し；
　ここでＯＲ７、ＳＲ７又はＮＲ８Ｒ９のＲ７、Ｒ８又はＲ９は、フェニル環において更
なる置換基と共に又はフェニル環のＣ原子と共に、５員又は６員環を形成し；
　Ｒ１０は、Ｃ１～Ｃ２０アルキルであり；
　Ｒ１１は、Ｃ１～Ｃ２０アルキル又はＯＲ１０であり；そして
　Ｒ１２は、水素；場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ１０で置換されているＣ１

～Ｃ２０アルキル；１個以上のＯで中断され、場合によりフェニル、ＯＨ及び／又はＯＲ

１０で置換されているＣ２～Ｃ２０アルキル；Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル；場合により
１つ以上のＣ１～Ｃ１２アルキル、ＯＲ７、ＳＲ７及び／又はＮＲ８Ｒ９で置換されてい
るフェニルである〕
で示される新規フェニルグリオキシレート化合物である。
【００４９】
　特に興味深いものは、
　Ｒ４が、ＳＲ７であり；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ５及びＲ６が、互いに独立して、水素であり；そして
　Ｒ７が、Ｃ１～Ｃ２０アルキルである
式（Ｉｂ）の化合物である。
【００５０】
　本発明の更なる主題は、下記：
【００５１】
【化１４】

【００５２】
の化合物である。
【００５３】
　分岐鎖アルキル又はシクロアルキルエステル基を有する式（Ｉｂ）の新規化合物は、一
般に、対応するメチルエステル化合物のエステル交換反応により調製される。
　メチルエステル化合物の調製は既知であり、当業者は、適切な方法について良く知って
いる。そのような化合物の調製の例は、上記において引用された文献及び下記の調製例に
提示されている。
【００５４】
　好ましいものは、式Ｉ又はＩｂの化合物を含む着色された、すなわち非白色の組成物で
ある。
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　好ましくは、式Ｉ及びＩｂの化合物において、ｎは１である。
　特に興味深いものは、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５又はＲ６がＯＲ７又はＳＲ７である式Ｉ
及びＩａの化合物であり、特に、Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５又はＲ６がＯＲ７である化合物
である。好ましくは、Ｒ４はＯＲ７である。
　更に興味深いものは、Ｒ７がＣ１～Ｃ２０アルキル、特にＣ１～Ｃ４アルキル、とりわ
けメチル又はフェニルである、式Ｉ及びＩａの化合物である。Ｒ４がＯＲ７又はＳＲ７で
あり、そしてＲ３及びＲ５がＣ１～Ｃ２０アルキルである、式Ｉ又はＩａの化合物が強調
される必要がある。
　特に興味深いものは、Ｒ１が、ｎが１の場合、水素、Ｃ１～Ｃ２０アルキル、又は１個
以上のＯで中断されているＣ２～Ｃ２０アルキルである、式Ｉの化合物である。特に、Ｒ

１は、水素、メチル、エチル又は－（ＣＨ２ＣＨ２Ｏ）２－ＣＨ３である。
　興味深いカチオンＥは、特に、金属カチオン及びアンモニウムイオン、とりわけ、Ｌｉ
、Ｎａ、Ｋ、Ｍｇカチオン及び例えばテトラメチルアンモニウム又はテトラブチルアンモ
ニウムのようなテトラアルキルアンモニウムである。
【００５５】
　本発明の組成物は、少なくとも１つの非白色着色剤（ｃ）を含む。本発明の主題は、光
硬化性組成物であり、ここで着色剤（ｃ）は、着色顔料又は染料、特に黄色、橙色、赤色
、緑色及び黒色顔料又は染料からなる群より選択される着色顔料又は染料である。適用の
種類に応じて、有機と無機の顔料が着色剤として使用される。顔料の例は、例えば、例え
ばルチル又はアナタース型の二酸化チタン、亜鉛華のような酸化亜鉛、硫化亜鉛、硫酸バ
リウム、ケイ酸アルミニウム、ケイ酸カルシウム、カーボンブラック、酸化鉄黄、酸化鉄
赤、黒色酸化鉄、紺青のような酸化鉄、銅クロマイトブラック、酸化クロムグリーン、ク
ロムグリーン、バイオレット（例えば、マンガンバイオレット、リン酸コバルト、ＣｏＬ
ｉＰＯ４）、クロムイエロー、クロムグリーン、クロム酸鉛、モリブデン酸鉛、チタン酸
カドミウム及び真珠箔、並びに金属顔料、ニッケルチタンイエロー、ウルトラマリーンブ
ルー、コバルトブルー、ビスマスバナデート、カドミウムイエロー又はカドミウムレッド
のような無機顔料；また、モノアゾ顔料、ジアゾ顔料、ジアゾ縮合顔料、並びにその金属
錯体、ペリレン顔料、アントラキノン顔料、チオインジゴ顔料又はトリフェニルメタン顔
料のような多環式顔料、並びにジケピロロピロール顔料、イソインドリノン顔料、例えば
、テトラクロロイソインドリノン顔料、イソインドリン顔料、ジオキサジン顔料、ベンズ
イミダゾリン顔料及びキノフタロン顔料、キナクリドン顔料、ジオキサジンバイオレット
、バット顔料及びフタロシアニン顔料のような有機顔料である。適切な顔料の例には、黒
色被覆にはカーボンブラック、白色被覆には二酸化チタン、黄色被覆にはジアリーリドイ
エロー又はジアゾベース顔料、青色被覆には、フタロシアニンブルー及び他のフタロシア
ニン、赤色被覆には、アントラキノンレッド、ナフトールレッド、モノアゾベース顔料、
キナクリドン顔料、アントラキノン及びペリレン、緑色被覆には、フタロシアニングリー
ン及びニトロソベース顔料、橙色被覆には、モノアゾ及びジアゾベース顔料、キナクリド
ン顔料、アントラキノン及びペリレン、紫色被覆には、キナクリドンバイオレット、塩基
性染料顔料及びカルバゾールジオキサジンベース顔料が挙げられる。当業者は、淡緑青色
、褐色、灰色、桃色などのような着色被覆が更に必要な場合、更なる適切な顔料の配合及
び組み合わせについて十分認識している。
　例として、有機顔料の例には、カラーインデックスピグメントイエロー３、１２、１３
、１４、１７、２４、３４、４２、５３、６２、７４、８３、９３、９５、１０８、１０
９、１１０、１１１、１１９、１２３、１２８、１２９、１３９、１４７、１５０、１６
４、１６８、１７３、１７４、１８４、１８８、１９１、１９１：１、１９３、１９９、
ピグメントオレンジ５、１３、１６、３４、４０、４３、４８、４９、５１、６１、６４
、７１、７３、ピグメントレッド２、４、５、２３、４８：１、４８：２、４８：３、４
８：４、５２：２、５３：１、５７、５７：１、８８、８９、１０１、１０４、１１２、
１２２、１４４、１４６、１４９、１６６、１６８、１７７、１７８、１７９、１８１、
１８４、１９０、１９２、１９４、２０２、２０４、２０６、２０７、２０９、２１４、
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２１６、２２０、２２１、２２２、２２４、２２６、２５４、２５５、２６２、２６４、
２７０、２７２、ピグメントブラウン２３、２４、３３、４２、４３、４４、ピグメント
バイオレット１９、２３、２９、３１、３７、４２、ピグメントブルー１５、１５：１、
１５：２、１５：３、１５：４、１５：６、１６、２８、２９、６０、６４、６６、ピグ
メントグリーン７、１７、３６、３７、５０、ピグメントホワイト６、ピグメントブラッ
ク７、１２、２７、３０、３１、３２、バットレッド７４、３，６－ジ（３′－シアノ－
フェニル）－２，５－ジヒドロ－ピロロ〔３，４－ｃ〕ピロール－１，４－ジオン又は３
－フェニル－６－（４′－tert－ブチル－フェニル）－２，５－ジヒドロ－ピロロ〔３，
４－ｃ〕ピロール－１，４－ジオンが挙げられる。有機顔料の更なる例をモノグラフにお
いて見出すことができる。適切な着色剤には、下記が含まれるが、これらに限定されない
：３－ジブチルアミノ－７－ジベンジルアミノフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メ
チルフルオラン、３－ジメチルアミノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－ジエ
チルアミノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－
７－（２，４－ジメチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－
クロロフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（３－トリフルオロメチルア
ニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（２－クロロアニリノ）フ
ルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（４－クロロアニリノ）フルオラン、
３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（２－フルオロアニリノ）フルオラン、３－ジエ
チルアミノ－６－メチル－７－（４－ｎ－オクチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチル
アミノ－７－（４－ｎ－オクチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチ
ル－７－（ジベンジルアミノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（ジベンジルアミ
ノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－クロロ－７－メチルフルオラン、３－ジエチ
ルアミノ－７－ｔ－ブチルフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－カルボキシエチルフル
オラン、３－ジエチルアミノ－６－クロロ－７－アニリノフルオラン、３－ジエチルアミ
ノ－６－メチル－７－（３－メチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メ
チル－７－（４－メチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－エトキシエチ
ル－７－アニリノフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－メチルフルオラン、３－ジエチ
ルアミノ－６，８－ジメチルフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－クロロフルオラン、
３－ジエチルアミノ－７－クロロフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（３－トリフル
オロメチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（２－クロロアニリノ）フ
ルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（２－フルオロアニリノ）フルオラン、３－ジエチ
ルアミノ－ベンゾ〔ａ〕フルオラン、３－ジエチルアミノ－ベンゾ〔ｃ〕フルオラン、３
－ジブチルアミノ－６－メチルフルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－アニ
リノフルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（２，４－ジメチルアニリノ）
フルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（２－クロロアニリノ）フルオラン
、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（４－クロロアニリノ）フルオラン、３－ジブ
チルアミノ－６－メチル－７－（２－フルオロアニリノ）フルオラン、３－ジブチルアミ
ノ－６－メチル－７－（３－トリフルオロメチルアニリノ）フルオラン、３－ジブチルア
ミノ－６－エトキシエチル－７－アニリノフルオラン、３－ジブチルアミノ－６－クロロ
－アニリノフルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（４－メチルアニリノ）
フルオラン、３－ジブチルアミノ－７－（２－クロロアニリノ）フルオラン、３－ジブチ
ルアミノ－７－（２－フルオロアニリノ）フルオラン、３－ジペンチルアミノ－６－メチ
ル－７－アニリノフルオラン、３－ジペンチルアミノ－６－メチル－７－（４－２－クロ
ロアニリノ）フルオラン、３－ジペンチルアミノ－７－（３－トリフルオロメチルアニリ
ノ）フルオラン、３－ジペンチルアミノ－６－クロロ－７－アニリノフルオラン、３－ジ
ペンチルアミノ－７－（４－クロロアニリノ）フルオラン、３－ピロリジノ－６－メチル
－７－アニリノフルオラン、３－ピペリジノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３
－（Ｎ－メチル－Ｎ－プロピルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（
Ｎ－メチル－Ｎ－シクロヘキシルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－
（Ｎ－エチル－Ｎ－シクロヘキシルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３
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－（Ｎ－エチル－Ｎ－ｎ－ヘキシルアミノ）－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチ
ル－ｐ－トルイジノ）アミノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチル
－ｐ－トルイジノ）アミノ－７－メチルフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－イソアミル
アミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－イソアミルア
ミノ）－７－（２－クロロアニリノ）フルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－イソアミルア
ミノ）－６－クロロ－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－テトラヒドロフ
ルフリルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－イソ
ブチルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－ブチル－Ｎ－イソア
ミルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－イソプロピル－Ｎ－３
－ペンチルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－エ
トキシプロピルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－シクロヘキシルア
ミノ－６－クロロフルオラン、２－メチル－６－ｐ－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）ア
ミノアニリノフルオラン、２－メトキシ－６－ｐ－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）アミ
ノアニリノフルオラン、２－クロロ－３－メチル－６－ｐ－（ｐ－フェニルアミノフェニ
ル）アミノアニリノフルオラン、２－ジエチルアミノ－６－ｐ－（ｐ－ジメチルアミノフ
ェニル）アミノアニリノフルオラン、２－フェニル－６－メチル－６－ｐ－（ｐ－フェニ
ルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、２－ベンジル－６－ｐ－（ｐ－フェニル
アミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、３－メチル－６－ｐ－（ｐ－ジメチルアミ
ノフェニル）アミノアニリノフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－ｐ－（ｐ－ジエチル
アミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－ｐ－（ｐ－ジブ
チルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、２，４－ジメチル－６－〔（４－ジメ
チルアミノ）アニリノ〕フルオラン。
　また適切なものは、W. Herbst, K. Hungerにより"Industrial organic pigments: prod
uction, properties, applications" 3rd. completely revised Edition, 2004, Wiley-V
CH, Weinheim, ISBN: 3-527-30576-9おいて記載されている着色剤であり、その開示は引
用により本明細書に組み込まれる。
　着色剤は、単独の化合物として又は互いに若しくは更なる色形成化合物と組み合わせて
使用することができる。
【００５６】
　好ましいものは、上記に挙げられた無機又は有機の非青着色剤である。
　本発明の文脈において、例えば二酸化チタン又は酸化亜鉛のような上記に挙げられた白
色顔料は、それ自体は着色剤（ｃ）として考慮されないが、非白色着色剤（ｃ）の色合い
を鮮やかにする「色合い」成分としてのみ考慮される。すなわち、上記に挙げられた白色
顔料は、非白色着色剤と混合されない限り、本発明の成分（ｃ）として考慮されない。
【００５７】
　顔料は、単一の化学化合物であるか又は複数の化学化合物を含有する固溶体又は混合結
晶を含む複数の成分の混合物であることができる。好ましいものは、物理的な混合物及び
混合相よりも大きい彩度を生じるので、均一の結晶質顔料である。それでも最終適用にお
いてくすんだ色合いが望ましい場合、これは、それ自体既知の方法により異なる色の着色
剤を用いて色調を抑えることによって達成することができる。
【００５８】
　意図される用途に応じて、顔料は当該技術において慣用の量、例えば、配合物全体に基
づいて、１～６０重量％又は１０～３０重量％の量で使用される。インク被覆における顔
料の適切な量は、例えば、１～２０、１～１５、好ましくは１～１０重量％である。上記
の量は、異なる顔料の混合物、すなわち２種以上の顔料が用いられる場合、配合物におけ
る顔料の総量を意味する。
　顔料の平均粒度は、通常、約１μm以下である。必要であれば、市販の顔料の寸法を微
粉砕により減少させることができる。例えば、配合物の他の成分との混合を容易にするた
め、顔料を分散体の形態で配合物に加えることができる。顔料は、例えば、低粘性液体、
例えば、反応性希釈剤に分散される。
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　好ましいことは、有機顔料の使用である。特に、本発明の文脈において好ましいことは
、着色された、すなわち非白色の顔料の使用である。特に好ましいものは、鮮やかな色合
い、すなわち純色又は１／３国際標準濃度（ＩＳＤ）のものである。
【００５９】
　組成物は、異なる部類の有機染料を含むこともできる。例は、アゾ染料、メチン染料、
アントラキノン染料又は金属錯体染料である。慣用の濃度は、例えば、配合物全体に基づ
いて、０．１～２０％、特に１～５％である。
　適切な着色剤は、例えば、スピロ－ピラン、スピロ－オキサジン、ナフトピラン及びラ
クトンからなる群より選択される。
　例は、フルオラン、トリフェニルメタン、ラクトン、ベンゾオキサジン、スピロピラン
、フタリドであり、好ましくはフルオランである。適切な着色剤には、下記が含まれるが
、これらに限定されない：３－ジブチルアミノ－７－ジベンジルアミノフルオラン、３－
ジエチルアミノ－６－メチルフルオラン、３－ジメチルアミノ－６－メチル－７－アニリ
ノフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－ジエチ
ルアミノ－６－メチル－７－（２，４－ジメチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルア
ミノ－６－メチル－７－クロロフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（３
－トリフルオロメチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（
２－クロロアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（４－クロロ
アニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（２－フルオロアニリノ
）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（４－ｎ－オクチルアニリノ）フ
ルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（４－ｎ－オクチルアニリノ）フルオラン、３－ジ
エチルアミノ－６－メチル－７－（ジベンジルアミノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ
－７－（ジベンジルアミノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－６－クロロ－７－メチル
フルオラン、３－ジエチルアミノ－７－ｔ－ブチルフルオラン、３－ジエチルアミノ－７
－カルボキシエチルフルオラン、３－ジエチルアミノ－６－クロロ－７－アニリノフルオ
ラン、３－ジエチルアミノ－６－メチル－７－（３－メチルアニリノ）フルオラン、３－
ジエチルアミノ－６－メチル－７－（４－メチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルア
ミノ－６－エトキシエチル－７－アニリノフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－メチル
フルオラン、３－ジエチルアミノ－６，８－ジメチルフルオラン、３－ジエチルアミノ－
７－クロロフルオラン、３－ジエチルアミノ－７－クロロフルオラン、３－ジエチルアミ
ノ－７－（３－トリフルオロメチルアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（
２－クロロアニリノ）フルオラン、３－ジエチルアミノ－７－（２－フルオロアニリノ）
フルオラン、３－ジエチルアミノ－ベンゾ〔ａ〕フルオラン、３－ジエチルアミノ－ベン
ゾ〔ｃ〕フルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチルフルオラン、３－ジブチルアミノ
－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（２，
４－ジメチルアニリノ）フルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（２－クロ
ロアニリノ）フルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（４－クロロアニリノ
）フルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（２－フルオロアニリノ）フルオ
ラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－（３－トリフルオロメチルアニリノ）フル
オラン、３－ジブチルアミノ－６－エトキシエチル－７－アニリノフルオラン、３－ジブ
チルアミノ－６－クロロ－アニリノフルオラン、３－ジブチルアミノ－６－メチル－７－
（４－メチルアニリノ）フルオラン、３－ジブチルアミノ－７－（２－クロロアニリノ）
フルオラン、３－ジブチルアミノ－７－（２－フルオロアニリノ）フルオラン、３－ジペ
ンチルアミノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－ジペンチルアミノ－６－メチ
ル－７－（４－２－クロロアニリノ）フルオラン、３－ジペンチルアミノ－７－（３－ト
リフルオロメチルアニリノ）フルオラン、３－ジペンチルアミノ－６－クロロ－７－アニ
リノフルオラン、３－ジペンチルアミノ－７－（４－クロロアニリノ）フルオラン、３－
ピロリジノ－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－ピペリジノ－６－メチル－７－
アニリノフルオラン、３－（Ｎ－メチル－Ｎ－プロピルアミノ）－６－メチル－７－アニ
リノフルオラン、３－（Ｎ－メチル－Ｎ－シクロヘキシルアミノ）－６－メチル－７－ア
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ニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－シクロヘキシルアミノ）－６－メチル－７－
アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチル－Ｎ－ｎ－ヘキシルアミノ）－７－アニリノフル
オラン、３－（Ｎ－エチル－ｐ－トルイジノ）アミノ－６－メチル－７－アニリノフルオ
ラン、３－（Ｎ－エチル－ｐ－トルイジノ）アミノ－７－メチルフルオラン、３－（Ｎ－
エチル－Ｎ－イソアミルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エ
チル－Ｎ－イソアミルアミノ）－７－（２－クロロアニリノ）フルオラン、３－（Ｎ－エ
チル－Ｎ－イソアミルアミノ）－６－クロロ－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ－エチ
ル－Ｎ－テトラヒドロフルフリルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－
（Ｎ－エチル－Ｎ－イソブチルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（
Ｎ－ブチル－Ｎ－イソアミルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３－（Ｎ
－イソプロピル－Ｎ－３－ペンチルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン、３
－（Ｎ－エチル－Ｎ－エトキシプロピルアミノ）－６－メチル－７－アニリノフルオラン
、３－シクロヘキシルアミノ－６－クロロフルオラン、２－メチル－６－ｐ－（ｐ－ジメ
チルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、２－メトキシ－６－ｐ－（ｐ－ジメチ
ルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、２－クロロ－３－メチル－６－ｐ－（ｐ
－フェニルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、２－ジエチルアミノ－６－ｐ－
（ｐ－ジメチルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、２－フェニル－６－メチル
－６－ｐ－（ｐ－フェニルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、２－ベンジル－
６－ｐ－（ｐ－フェニルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、３－メチル－６－
ｐ－（ｐ－ジメチルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、３－ジエチルアミノ－
６－ｐ－（ｐ－ジエチルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、３－ジエチルアミ
ノ－６－ｐ－（ｐ－ジブチルアミノフェニル）アミノアニリノフルオラン、２，４－ジメ
チル－６－〔（４－ジメチルアミノ）アニリノ〕フルオラン。
　更なる化合物及びこれらの調製は、K. Hunger "Industrial dyes: chemistry, propert
ies, applications", 2003, Wiley-VCH, Weinheim, ISBN 3-527-30426-6及びH. Zollinge
r "Color chemistry: syntheses, properties, and applications of organic dyes and 
pigments", 3rd revised edition, 2003, Wiley-VCH, Weinheim, ISBN 3-906390-23-3に
おいて見出すことができ、この文書は両方とも引用により本明細書に組み込まれる。
【００６０】
　着色剤は、単一の化合物として又は互いに若しくは更なる色形成化合物と組み合わせて
使用することができる。
【００６１】
　適切な顔料及び染料は、市販されているか又は当業者に知られている。特定の例は下記
である：
　Cromophtal Yellow 8GN (P.Y. 128)、Irgazin Yellow 2093、lrgalite Yellow GO、lrg
acolor Yellow 14247、Irgazin Yellow 2RLT、Irgazin Orange 2038、Irgazin DPP Orang
e RA (P.O. 73)、Irgazin Red 2030、Kronos 2310、lrgalite Res 3RS、Irgazin Green 2
180、Special Black 4。
【００６２】
　本発明によると、式Ｉ及びＩａの化合物は、エチレン性不飽和化合物及び着色剤を含む
組成物の光重合のための光開始剤として使用することができ、式（Ｉｂ）、（１）、（２
）、（３）及び（４）の化合物は、エチレン性不飽和化合物を含む組成物の光重合のため
の光開始剤として使用することができる。
　したがって、本発明の主題は、また、
　（ａ）少なくとも１つのエチレン性不飽和光重合性化合物と、
　（ｂ）光開始剤として、少なくとも１つの、上記で定義された式（Ｉｂ）の化合物又は
上記で定義された式（１）、（２）、（３）又は（４）の化合物と
を含む光重合性組成物である。
【００６３】
　組成物（式Ｉ、Ｉａ、Ｉｂ、（１）、（２）、（３）又は（４）の化合物を含む）は、
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成分（ｂ）に加えて、少なくとも１つの更なる光開始剤（ｂ１）及び／又は更なる共開始
剤（ｄ）及び／又は別の添加剤（ｅ）を含むことができる。
【００６４】
　不飽和化合物（ａ）は、１つ以上のオレフィン性二重結合を含むことができる。これら
は、低（モノマー）又は高（オリゴマー）分子量であることができる。二重結合を含むモ
ノマーの例は、アルキル若しくはヒドロキシアルキルアクリレート又はメタクリレートで
あり、例えば、メチル、エチル、ブチル、２－エチルヘキシル若しくは２－ヒドロキシエ
チルアクリレート、イソボルニルアクリレート、メチルメタクリレート又はエチルメタク
リレートである。また興味深いものは、ケイ素又はフルオロで改質されている樹脂、例え
ばシリコンアクリレートである。他の例は、アクリロニトリル、アクリルアミド、メタク
リルアミド、Ｎ－置換（メタ）アクリルアミド、酢酸ビニルのようなビニルエステル、イ
ソブチルビニルエーテルのようなビニルエーテル、スチレン、アルキル－及びハロスチレ
ン、Ｎ－ビニルピロリドン、塩化ビニル又は塩化ビニリデンである。
【００６５】
　２つ以上の二重結合を含むモノマーの例は、エチレングリコール、プロピレングリコー
ル、ネオペンチルグリコール、ヘキサメチレングリコール又はビスフェノールＡのジアク
リレート、及び４，４′－ビス（２－アクリロイルオキシエトキシ）ジフェニルプロパン
、トリメチロールプロパントリアクリレート、ペンタエリトリトールトリアクリレート若
しくはテトラアクリレート、ビニルアクリレート、ジビニルベンゼン、ジビニルスクシネ
ート、ジアリルフタレート、トリアリルホスフェート、トリアリルイソシアヌレート又は
トリス（２－アクリロイルエチル）イソシアヌレートである。
【００６６】
　比較的高分子量（オリゴマー）の多不飽和化合物の例は、アクリル化エポキシ樹脂、ア
クリル化ポリエステル、ビニルエーテル又はエポキシ基を含むポリエステル、またポリウ
レタン及びポリエーテルである。不飽和オリゴマーの更なる例は、不飽和ポリエステル樹
脂であり、それは通常マレイン酸、フタル酸及び１つ以上のジオールから調製され、約５
００～３０００の分子量を有する。加えて、ビニルエーテルモノマー及びオリゴマー、ま
たポリエステル、ポリウレタン、ポリエーテル、ポリビニルエーテル及びエポキシ主鎖を
有するマレエート末端基オリゴマーを用いることも可能である。特に適切なものは、国際
公開公報第９０／０１５１２号に記載されているように、ビニルエーテル基を担持するオ
リゴマーの組み合わせ及びポリマーの組み合わせである。しかし、ビニルエーテルとマレ
イン酸官能化モノマーとのコポリマーも適している。この種類の不飽和オリゴマーを、プ
レポリマーと呼ぶこともできる。
【００６７】
　特に適切な例は、エチレン性不飽和カルボン酸のエステル及びポリオール又はポリエポ
キシド、並びにエチレン性不飽和基を鎖若しくは側基に有するポリマーであり、例えば、
不飽和ポリエステル、ポリアミド及びポリウレタン並びにそれらのコポリマー、アルキド
樹脂、ポリブタンジエンとブタンジエンのコポリマー、ポリイソプレンとイソプレンのコ
ポリマー、（メタ）アクリル基を側鎖に含むポリマー及びコポリマー、またそのようなポ
リマーの１つ以上の混合物である。
【００６８】
　不飽和カルボン酸の例は、アクリル酸、メタクリル酸、クロトン酸、イタコン酸、ケイ
皮酸、及びリノレン酸又はオレン酸のような不飽和脂肪酸である。アクリル酸及びメタク
リル酸が好ましい。
【００６９】
　適切なポリオールは、芳香族、特に、脂肪族及び脂環式ポリオールである。芳香族ポリ
オールの例は、ヒドロキノン、４，４′－ジヒドロキシジフェニル、２，２－ジ（４－ヒ
ドロキシフェニル）プロパン、またノボラック及びレゾールである。ポリエポキシドの例
は、上記のポリオール、特に芳香族ポリオール及びエピクロロヒドリンに基づいたもので
ある。他の適切なポリオールは、ポリマー鎖又は側鎖基にヒドロキシル基を含むポリマー
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及びコポリマーであり、例は、ポリビニルアルコール及びそのコポリマー又はポリヒドロ
キシアルキルメタクリレート若しくはそのコポリマーである。適切な更なるポリオールは
、ヒドロキシル末端基を有するオリゴエステルである。
【００７０】
　脂肪族及び脂環式ポリオールの例は、エチレングリコール、１，２－又は１，３－プロ
パンジオール、１，２－、１，３－又は１，４－ブタンジオール、ペンタンジオール、ヘ
キサンジオール、オクタンジオール、ドデカンジオール、ジエチレングリコール、トリエ
チレングリコール、好ましくは２００～１５００の分子量を有するポリエチレングリコー
ル、１，３－シクロペンタンジオール、１，２－、１，３－又は１，４－シクロヘサンジ
オール、１，４－ジヒドロキシメチルシクロヘキサン、グリセロール、トリス（β－ヒド
ロキシエチル）アミン、トリメチロールエタン、トリメチロールプロパン、ペンタエリト
リトール、ジペンタエリトリトール及びソルビトールのような、好ましくは２～１２個の
Ｃ原子を有するアルキレンジオールである。
【００７１】
　ポリオールは、１つのカルボン酸により又は異なる不飽和カルボン酸により、部分的に
又は全体的にエステル化されていることができ、部分エステルにおいて、遊離ヒドロキシ
ル基は改質されている、例えば、他のカルボン酸によりエーテル化又はエステル化されて
いることができる。
【００７２】
　エステルの例は下記である：
　トリメチロールプロパントリアクリレート、トリメチロールエタントリアクリレート、
トリメチロールプロパントリメタクリレート、トリメチルロールエタントリメタクリレー
ト、テトラメチレングリコールジメタクリレート、トリエチレングリコールジメタクリレ
ート、テトラエチレングリコールジアクリレート、ペンタエリトリトールジアクリレート
、ペンタエリトリトールトリアクリレート、ペンタエリトリトールテトラアクリレート、
ジペンタエリトリトールジアクリレート、ジペンタエリトリトールトリアクリレート、ジ
ペンタエリトリトールテトラアクリレート、ジペンタエリトリトールペンタアクリレート
、ジペンタエリトリトールヘキサアクリレート、トリペンタエリトリトールオクタアクリ
レート、ペンタエリトリトールジメタクリレート、ペンタエリトリトールトリメタクリレ
ート、ジペンタエリトリトールジメタクリレート、ジペンタエリトリトールテトラメタク
リレート、トリペンタエリトリトールオクタメタクリレート、ペンタエリトリトールジイ
タコネート、ジペンタエリトリトールトリスイタコネート、ジペンタエリトリトールペン
タイタコネート、ジペンタエリトリトールヘキサイタコネート、エチレングリコールジア
クリレート、１，３－ブタンジオールジアクリレート、１，３－ブタンジオールジメタク
リレート、１，４－ブタンジオールジイタコネート、ソルビトールトリアクリレート、ソ
ルビトールテトラアクリレート、ペンタエリトリトール改質トリアクリレート、ソルビト
ールテトラメタクリレート、ソルビトールペンタアクリレート、ソルビトールヘキサアク
リレート、オリゴエステルアクリレート及びメタクリレート、グリセロールジアクリレー
ト及びトリアクリレート、１，４－シクロヘキサンジアクリレート、２００～１５００の
分子量を有するポリエチレングリコールのビスアクリレート及びビスメタクリレート又は
これらの混合物。
【００７３】
　また成分（ａ）として適切なものは、同一又は異なる不飽和カルボン酸と、好ましくは
２～６つ、特に２～４つのアミノ基を有する芳香族、脂環式及び脂肪族ポリアミンとのア
ミドである。そのようなポリアミンの例は、エチレンジアミン、１，２－又は１，３－プ
ロピレンジアミン、１，２－、１，３－又は１，４－ブチレンジアミン、１，５－ペンチ
レンジアミン、１，６－ヘキシレンジアミン、オクチレンジアミン、ドデシレンジアミン
、１，４－ジアミノシクロヘキサン、イソホロンジアミン、フェニレンジアミン、ビスフ
ェニレンジアミン、ジ－β－アミノエチルエーテル、ジエチレントリアミン、トリエチレ
ンテトラアミン、ジ（β－アミノエトキシ）－又はジ（β－アミノプロポキシ）エタンで



(24) JP 2010-505977 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

ある。他の適切なポリアミンは、好ましくは側鎖に追加のアミノ基を有するポリマー及び
コポリマー、並びにアミノ末端基を有するオリゴアミドである。そのような不飽和アミド
の例は、メチレンビスアクリルアミド、１，６－ヘキサメチレンビスアクリルアミド、ジ
エチレントリアミントリスメタクリルアミド、ビス（メタクリルアミドプロポキシ）エタ
ン、β－メタクリルアミドエチルメタクリレート及びＮ－〔（β－ヒドロキシエトキシ）
エチル〕アクリルアミドである。
【００７４】
　適切な不飽和ポリエステル及びポリアミドは、例えば、マレイン酸から、及びジオール
又はジアミンから誘導される。幾つかのマレイン酸を、他のジカルボン酸に代えることが
できる。それらを、エチレン性不飽和コモノマー、例えばスチレンと一緒に使用すること
ができる。ポリエステル及びポリアミドを、ジカルボン酸から、及びエチレン性不飽和ジ
オール又はジアミンから、特に、例えば６～２０個のＣ原子の比較的長鎖を有するものか
ら誘導することもできる。ポリウレタンの例は、飽和又は不飽和ジイソシアネートから、
及び不飽和又はそれぞれ飽和のジオールから構成されるものである。
【００７５】
　ポリブタジエン及びポリイソプレン、並びにそのコポリマーは既知である。適切なコモ
ノマーの例は、エチレン、プロペン、ブテン及びヘキセン、(メタ）アクリレート、アク
リロニトリル、スチレン又は塩化ビニルのようなオレフィンである。側鎖に(メタ）アク
リレート基を有するポリマーも同様に知られている。これらは、例えば、ノボラックに基
づくエポキシ樹脂と（メタ）アクリル酸との反応生成物であることができるか、又は（メ
タ）アクリル酸でエステル化されたビニルアルコール若しくはそのヒドロキシアルキル誘
導体のホモ－若しくはコポリマーであることができるか、又はヒドロキシアルキル（メタ
）アクリレートでエステル化された（メタ）アクリレートのホモ－及びコポリマーである
ことができる。
【００７６】
　光重合性化合物は、単独で又はあらゆる所望の混合物で使用することができる。ポリオ
ール（メタ）アクリレートの混合物を使用することが好ましい。
【００７７】
　結合剤をこれらの新規な組成物に添加することもでき、このことは、光重合性化合物が
液体又は粘性物質である場合に特に好適である。結合剤の量は、総固形分に対して、例え
ば５～９５重量％、好ましくは１０～９０重量％、特に４０～９０重量％であることがで
きる。結合剤の選択は、適用分野、並びに水性及び有機溶媒系における現像能力、基材へ
の接着力及び酸素に対する感受性のようなその分野に必要とされる特性に応じて行われる
。
【００７８】
　適切な結合剤の例は、約５０００～２００００００、好ましくは１００００～１０００
０００の分子量を有するポリマーである。例は、アクリレート及びメタクリレートのホモ
－及びコポリマー、例えば、メチルメタクリレート／エチルアクリレート／メタクリル酸
のコポリマー、ポリ（アルキルメタクリレート）、ポリ（アルキルアクリレート）；酢酸
セルロール、酢酸酪酸セルロース、メチルセルロース、エチルセルロースのようなセルロ
ースエステル及びセルロースエーテル；ポリビニルブチラ－ル、ポリビニルホルマール、
環化ゴム；ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシド及びポルテトラヒドロフラン
のようなポリエーテル；ポリスチレン、ポリカーボネート、ポリウレタン、塩素化ポリオ
レフィン、ポリ塩化ビニル、塩化ビニル／塩化ビニリデンコポリマー、塩化ビニリデンと
アクリロニトリル、メチルメタクリレート及び酢酸ビニルとのコポリマー、ポリ酢酸ビニ
ル、コポリ（エチレン／酢酸ビニル）；ポリカプロラクタム及びポリ（ヘキサメチレンア
ジパミド）のようなポリマー、並びにポリ（エチレングリコールテレフタレート）及びポ
リ(ヘキサメチレングリコールスクシネート）のようなポリエステルである。
【００７９】
　不飽和化合物を、非光重合性皮膜形成成分との混合物として使用することもできる。こ
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れらは、例えば、物理的な染色ポリマーであるか、又は有機溶媒、例えばニトロセルロー
ス若しくはセルロースアセトブチレート中のその溶液であることができる。しかしこれら
は、また、化学的及び／又は熱的に硬化されうる（熱硬化性）樹脂であることができ、例
は、ポリイソシアネート、ポリエポキシド及びメラミン樹脂、並びにポリイミド前駆体で
ある。熱硬化性樹脂の同時使用は、ハイブリッド系として知られている系における使用に
とって重要であり、第１段階で光重合され、第２段階では、熱後処理によって架橋される
。
【００８０】
　光開始剤として式Ｉ又はＩａの化合物及び着色剤を含む本発明の組成物において、エチ
レン性不飽和成分は、高分子量のポリエステルアクリレート結合剤及び反応性希釈剤であ
る。本発明の文脈において、ポリエステルアクリレートは、アクリル化又はメタクリル化
ポリエステルに基づいているモノマー及びオリゴマーから構成される結合剤系である。そ
のようなポリエステルは、ポリエステロール（ポリヒドロキシ官能化ポリエステル）とア
クリル酸又はメタクリル酸及びその無水物との縮合物である。ポリエステロールの原材料
は、ポリオール及びポリカルボン酸又は無水物である。
　ポリオールの例は、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ジエチレングリ
コール、１，４－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、ネオペンチルグリコール
、トリメチルペンタンジオール、１，４－シクロヘキサンジメタノール、トリシクロデカ
ンジメタノール、トリメチロールプロパン、グリセロール、ヒドロキシピバル酸、ネオペ
ンチルグリコールエステル、ペンタエリトリトールである。
　カルボン酸、エステル及び無水物の例は、無水フタル酸、イソフタル酸、テレフタル酸
及びそれらの低級アルキルエステル誘導体、ヘキサヒドロフタル酸無水物、テトラヒドロ
フタル酸無水物、ヘキサヒドロテレフタル酸、５－tert－ブチルイソフタル酸、アジピン
酸、アゼライン酸、セバシン酸、デカンジカルボン酸及びこれらの低級アルキルエステル
誘導体、二量体化脂肪酸、トリメリト酸無水物、ピロメリト酸無水物である。
　ポリエステルアクリレートは、更に改質する、例えば塩素化又はフッ素化、アミン改質
することができるか、又は酸又はヒドロキシル基と更に架橋若しくは反応させるために官
能化することができる。本発明の文脈において、ポリエステルアクリレートは、５００～
６０００の範囲の中分子量を有する結合材料であり、好ましいものは、５００～３０００
、とりわけ７００～２０００の分子量を有する生成物である。ポリエステルアクリレート
の官能価は、１～８の範囲であり、好ましいものは、四から六官能価型のものである。ポ
リエステロール及びポリエステルアクリレート、並びにこれらの調製の更なる例は、H. K
ittel "Lehrbuch der Lehrbuch der Lacke und Beschichtungen" Vol. 2 ("Bindemittel 
fur losemittelhaltige und losemittelfreie Systeme") 2nd edition , S. Hirzel Verl
ag Stuttgart-Leipzig, 1998, ISBN 3-7776-0886-6において見出すことができる。
　ポリエステルアクリレートの市販のものの例は、BECRYL 436、EBECRYL 438、EBECRYL 4
46、EBECRYL 450、EBECRYL 505、EBECRYL 524、EBECRYL 525、EBECRYL 584、EBECRYL 586
、EBECRYL 657、EBECRYL 770、EBECRYL 800、EBECRYL 810、EBECRYL 811、EBECRYL 812、
EBECRYL 830、EBECRYL 851、EBECRYL 852、EBECRYL 870、EBECRYL 880、EBECRYL 1657、E
BECRYL 2047、EBECRYL 531、Laromer PE 55 F、Laromer PE 56 F、Laromer PE 44 F、Lar
omer LR 8800、Laromer LR 8981、Photomer 5018, Photomer 5029、Jaegalux UV 1100、J
aegalux UV 1200、Jaegalux UV 1300、Setacure AP 578、Setacure AP 576、Setacure AP
 578、Setacure AP 579、Syntaalat UV 190、Synocure AC-1007、Synocure AC-1309、Cra
ynor CN 292である。市販のポリエステルアクリレート結合剤の更なる例は、Karsten "La
ckrohstoff-Tabellen" 10. edition, Vincentz Verlag Hannover, 2000, ISBN 3-87870-5
61-1において見出すことができる。
　好ましいものは、EBECRYL 800、EBECRYL 810、EBECRYL 830、EBECRYL 885である。
　本発明の文脈において、組成物は更にアクリルモノマー、すなわち反応性希釈剤を含む
ことができる。反応性希釈剤は、低分子量及び低粘性の単官能から多官能のエチレン性不
飽和化合物である。単官能反応性希釈剤の例は、ブチルアクリレート、エチルエキシルア
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クリレート、オクチルアクリレート、デシルアクリレート、イソデシルアクリレート、ラ
ウリルアクリレート、ステアリルアクリレート、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロ
キシプロピルアクリレート、フェノキシエチルアクリレート、ノニルフェノールエトキシ
レートモノアクリレート、イソボルニルアクリレートテトラヒドロフルフリルアクリレー
ト及びメタクリレート、シクロヘキシルアクリレート、ジシクロペンテニルアクリレート
、ジシクロペンテニルオキシエチルアクリレート、プロピレングリコールモノアクリレー
ト及びメタクリレート、エトキシル化モノアクリレート、単官能脂肪族ウレタンアクリレ
ート、スチレン、ビニルトルエン、酢酸ビニルである。
　多官能反応性希釈剤の例は、トリメチロールプロパントリアクリレート、トリメチロー
ルエタントリアクリレート、トリメチロールプロパントリメタクリレート、トリメチルロ
ールエタントリメタクリレート、テトラメチレングリコールジメタクリレート、トリエチ
レングリコールジメタクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、ペンタエ
リトリトールジアクリレート、ペンタエリトリトールトリアクリレート、ペンタエリトリ
トールテトラアクリレート、ジペンタエリトリトールジアクリレート、ジペンタエリトリ
トールトリアクリレート、ジペンタエリトリトールテトラアクリレート、ジペンタエリト
リトールペンタアクリレート、ジペンタエリトリトールヘキサアクリレート、トリペンタ
エリトリトールオクタアクリレート、ペンタエリトリトールジメタクリレート、ペンタエ
リトリトールトリメタクリレート、ジペンタエリトリトールジメタクリレート、ジペンタ
エリトリトールテトラメタクリレート、トリペンタエリトリトールオクタメタクリレート
、ペンタエリトリトールジイタコネート、ジペンタエリトリトールトリスイタコネート、
ジペンタエリトリトールペンタイタコネート、ジペンタエリトリトールヘキサイタコネー
ト、エチレングリコールジアクリレート、１，３－ブタンジオールジアクリレート、１，
３－ブタンジオールジメタクリレート、１，４－ブタンジオールジイタコネート、ソルビ
トールトリアクリレート、ソルビトールテトラアクリレート、ペンタエリトリトール改質
トリアクリレート、ソルビトールテトラメタクリレート、ソルビトールペンタアクリレー
ト、ソルビトールヘキサアクリレート、オリゴエステルアクリレート及びメタクリレート
、グリセロールジアクリレート及びトリアクリレート、１，４－シクロヘキサンジアクリ
レート、２００～１５００の分子量を有するポリエチレングリコールのビスアクリレート
及びビスメタクリレート又はこれらの混合物である。
　反応性希釈剤又はモノマーの更なる例は、Allen, Johnson, Oldring, SaNm "Chemistry
 & Technology of UV & EB Formulation for Coatings, Inks and Paints", Vol. 2 ("Pr
epolymers and Reactive Diluents for UV and EB Curable Formulations"), SITA Techn
ology London, 1991 , ISBN 0-947798-10-2において見出すことができる。
　好ましいものは、二又は三官能脂肪族アクリルエステル、とりわけヘキサンジオールジ
アクリレート（ＨＤＤＡ）及びトリメチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）
である。
【００８１】
　光開始剤に加えて、光重合性混合物は、多様な添加剤（ｅ）を含むことができる。それ
らの例は、早期重合を防ぐことを意図する熱抑制剤であり、例は、ヒドロキニン、ヒドロ
キノン誘導体、ｐ－メトキシフェノール、β－ナフトール、又は２，６－ジ－tert－ブチ
ル－ｐ－クレゾールのような立体障害フェノールである。暗闇保存安定性を増加させるた
め、例えば、ナフテン酸銅、ステアリン酸銅若しくはオクタン酸銅のような銅化合物、リ
ン化合物、例えば、トリフェニルホスフィン、トリブチルホスフィン、トリエチルホスフ
ァイト、トリフェニルホスファイト若しくはトリベンジルホスファイト、第四級アンモニ
ウム化合物、例えば、テトラメチルアンモニウムクロリド若しくはトリメチルベンジルア
ンモニウムクロリド、又はヒドロキシルアミン誘導体、例えば、Ｎ－ジエチルヒドロキシ
ルアミンを使用することが可能である。重合の際に大気中の酸素を排除するため、重合を
開始すると、ポリマーに対して可溶性が不足しているため表面に移動し、透明表面層を形
成して、空気の進入を防ぐパラフィン又は同様のロウ様物質を添加することが可能である
。酸素不透過層を適用することも可能である。少量を添加することができる光安定剤は、
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ＵＶ吸収剤、例えばヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール、ヒドロキシフェニル－ベン
ゾフェノン、オキサルアミド又はヒドロキシフェニル－ｓ－トリアジン型のものである。
これらの化合物は、立体的障害アミン（ＨＡＬＳ）を用いるか又は用いることなく、個別
に又は混合物で使用することができる。
　そのようなＵＶ吸収剤及び光安定剤の例は、下記である。
　これらの添加剤に加えて、組成物は更なる添加剤、特に光安定剤を含むことも可能であ
る。そのような追加の添加剤の性質及び量は、該当の被覆の意図される用途によって決ま
り、当業者には良く知られている。
　光安定剤としてＵＶ吸収剤を添加することが可能であり、例えば、ヒドロキシフェニル
ベンゾトリアゾール、ヒドロキシフェニルベンゾフェノン、シュウ酸アミド、又はヒドロ
キシフェニル－ｓ－トリアジン型のものである。そのような化合物は、立体障害アミン（
ＨＡＬＳ）を用いるか又は用いることなく、単独で又は混合物の形態で使用することがで
きる。
　そのようなＵＶ吸収剤及び光安定剤の例は、国際公開公報第０４／０７４３２８号、第
１２頁９行目から第１４頁２３行目までに開示されており、前記開示は引用により本明細
書に組み込まれる。
【００８２】
　例えば帯電防止剤、流動性向上剤及び付着促進剤のような当該技術で既知の更なる添加
剤を添加することができる。
【００８３】
　光重合を促進させるために、アミン、例えばトリエタノールアミン、Ｎ－メチルジエタ
ノールアミン、ｐ－ジメチルアミノベンゾエート又はミヒラーケトンを添加することが可
能である。アミンの作用は、ベンゾフェノン型の芳香族ケトンを添加することにより増強
することができる。酸素捕捉剤として使用できるアミンの例は、欧州特許公報第３３９８
４１号に記載されている置換Ｎ,Ｎ－ジアルキルアニリンである。他の促進剤、共開始剤
及び自動酸化剤は、例えば、欧州特許公報第４３８１２３号、英国特許第２１８０３５８
号及び特開平６－６８３０９に記載されている、チオール、チオエーテル、ジスルフィト
、ホスホニウム塩、ホスフィンオキシド又はホスフィンである。
【００８４】
　更に、当該技術において慣用である連鎖移動剤を、本発明の組成物に添加することが可
能である。例は、メルカプタン、アミン及びベンゾチアゾールである。
【００８５】
　光重合は、更なる光増感剤又は共開始剤（ｄ）を添加することによって促進することも
できる。これらは、特に、芳香族カルボニル化合物、例えば、ベンゾフェノン、チオキサ
ントン、アントラキノン及び３－アシルクマリン誘導体あり、また、３－（アロイルメチ
レン）チアゾリン、カンファーキノンであるが、エオジン、ローダミン及びエリトロシン
でもあり、同様に、上記に記載された共開始剤として使用することができる全ての化合物
である。
【００８６】
　そのような光増感剤又は共開始剤（ｄ）の更なる特定の例は、下記である：
　１．チオキサントン類
　チオキサントン、２－イソプロピルチオキサントン、２－クロロチオキサントン、１－
クロロ－４－プロポキシチオキサントン、２－ドデシルチオキサントン、２，４－ジエチ
ルチオキサントン、２，４－ジメチルチオキサントン、１－メトキシカルボニルチオキサ
ントン、２－エトキシカルボニルチオキサントン、３－（２－メトキシエトキシカルボニ
ル）－チオキサントン、４－ブトキシカルボニルチオキサントン、３－ブトキシカルボニ
ル－７－メチルチオキサントン、１－シアノ－３－クロロチオキサントン、１－エトキシ
カルボニル－３－クロロチオキサントン、１－エトキシカルボニル－３－エトキシチオキ
サントン、１－エトキシカルボニル－３－アミノチオキサントン、１－エトキシカルボニ
ル－３－フェニルスルフリルチオキサントン、３，４－ジ－〔２－（２－メトキシエトキ
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シ）エトキシカルボニル〕－チオキサントン、１，３－ジメチル－２－ヒドロキシ－９Ｈ
－チオキサンテン－９－オン２－エチルヘキシルエーテル、１－エトキシカルボニル－３
－（１－メチル－１－モルホリノエチル）－チオキサントン、２－メチル－６－ジメトキ
シメチル－チオキサントン、２－メチル－６－（１，１－ジメトキシベンジル）－チオキ
サントン、２－モルホリノメチルチオキサントン、２－メチル－６－モルホリノメチルチ
オキサントン、Ｎ－アリルチオキサントン－３，４－ジカルボキシイミド、Ｎ－オクチル
チオキサントン－３，４－ジカルボキシイミド、Ｎ－（１，１，３，３－テトラメチルブ
チル）－チオキサントン－３，４－ジカルボキシイミド、１－フェノキシチオキサントン
、６－エトキシカルボニル－２－メトキシチオキサントン、６－エトキシカルボニル－２
－メチルチオキサントン、チオキサントン－２－カルボン酸ポリエチレングリコールエス
テル、２－ヒドロキシ－３－（３，４－ジメチル－９－オキソ－９Ｈ－チオキサントン－
２－イルオキシ）－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチル－１－プロパンアミウムクロリド；
　２．ベンゾフェノン類
　ベンゾフェノン、４－フェニルベンゾフェノン、４－メトキシベンゾフェノン、４，４
′－ジメトキシベンゾフェノン、４，４′－ジメチルベンゾフェノン、４，４′－ジクロ
ロベンゾフェノン、４，４′－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４′－ビス
（ジエチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４′－ビス（メチルエチルアミノ）ベンゾフェ
ノン、４，４′－ビス（ｐ－イソプロピルフェノキシ）ベンゾフェノン、４－メチルベン
ゾフェノン、２，４，６－トリメチル－ベンゾフェノン、３－メチル－４′－フェニル－
ベンゾフェノン、２，４，６－トリメチル－４′－フェニル－ベンゾフェノン、４－（４
－メチルチオフェニル）－ベンゾフェノン、３，３′－ジメチル－４－メトキシベンゾフ
ェノン、メチル－２－ベンゾイルベンゾエート、４－（２－ヒドロキシエチルチオ）－ベ
ンゾフェノン、４－（４－トリルチオ）ベンゾフェノン、１－〔４－（４－ベンゾイル－
フェニルスルファニル）－フェニル〕－２－メチル－２－（トルエン－４－スルホニル）
－プロパン－１－オン、４－ベンゾイル－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリメチルベンゼンメタンアミニ
ウムクロリド、２－ヒドロキシ－３－（４－ベンゾイルフェノキシ）－Ｎ，Ｎ，Ｎ－トリ
メチル－１－プロパンアミニウムクロリド一水和物、４－（１３－アクリロイル－１，４
，７，１０，１３－ペンタオキサチリデシル）－ベンゾフェノン、４－ベンゾイル－Ｎ，
Ｎ－ジメチル－Ｎ－〔２－（１－オキソ－２－プロペニル）オキシ〕エチル－ベンゼンメ
タンアミニウムクロリド；
　３．クマリン類
　Coumarin 1、Coumarin 2、Coumarin 6、Coumarin 7、Coumarin 30、Coumarin 102、Cou
marin 106、Coumarin 138、Coumarin 152、Coumarin 153、Coumarin 307、Coumarin 314
、Coumarin 314T、Coumarin 334、Coumarin 337、Coumarin 500、３－ベンゾイルクマリ
ン、３－ベンゾイル－７－メトキシクマリン、３－ベンゾイル－５，７－ジメトキシクマ
リン、３－ベンゾイル－５，７－ジプロポキシクマリン、３－ベンゾイル－６，８－ジク
ロロクマリン、３－ベンゾイル－６－クロロ－クマリン、３，３′－カルボニル－ビス〔
５，７－ジ（プロポキシ）クマリン〕、３，３′－カルボニル－ビス（７－メトキシクマ
リン）、３，３′カルボニル－ビス（７－ジエチルアミノ－クマリン）、３－イソブチロ
イルクマリン、３－ベンゾイル－５，７－ジメトキシ－クマリン、３－ベンゾイル－５，
７－ジエトキシ－クマリン、３－ベンゾイル－５，７－ジブトキシクマリン、３－ベンゾ
イル－５，７－ジ（メトキシエトキシ）－クマリン、３－ベンゾイル－５，７－ジ（アリ
ルオキシ）クマリン、３－ベンゾイル－７－ジメチルアミノクマリン、３－ベンゾイル－
７－ジエチルアミノクマリン、３－イソブチロイル－７－ジメチルアミノクマリン、５，
７－ジメトキシ－３－（１－ナフトイル）－クマリン、５，７－ジエトキシ－３－（１－
ナフトイル）－クマリン、３－ベンゾイルベンゾ〔ｆ〕クマリン、７－ジエチルアミノ－
３－チエノイルクマリン、３－（４－シアノベンゾイル）－５，７－ジメトキシクマリン
、３－（４－シアノベンゾイル）－５，７－ジプロポキシクマリン、７－ジメチルアミノ
－３－フェニルクマリン、７－ジエチルアミノ－３－フェニルクマリン、特開平０９－１
７９２９９－Ａ及び特開平０９－３２５２０９－Ａに開示されているクマリン誘導体、例
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えば７－〔｛４－クロロ－６－（ジエチルアミノ）－Ｓ－トリアジン－２－イル｝アミノ
〕－３－フェニルクマリン；
　４．３－（アロイルメチレン）－チアゾリン類
　３－メチル－２－ベンゾイルメチレン－β－ナフトチアゾリン、３－メチル－２－ベン
ゾイルメチレン－ベンゾチアゾリン、３－エチル－２－プロピオニルメチレン－β－ナフ
トチアゾリン；
　５．ローダニン類
　４－ジメチルアミノベンザルローダニン、４－ジエチルアミノベンザルローダニン、３
－エチル－５－（３－オクチル－２－ベンゾチアゾリニリデン）－ローダニン、特開平０
８－３０５０１９Ａに開示されている式〔１〕、〔２〕、〔７〕のローダニン誘導体；
　６．他の化合物
　アセトフェノン、３－メトキシアセトフェノン、４－フェニルアセトフェノン、ベンジ
ル、４，４′－ビス（ジメチルアミノ）ベンジル、２－アセチルナフタレン、２－ナフト
アルデヒド、ダンシル酸誘導体、９，１０－アントラキノン、アントラセン、ピレン、ア
ミノピレン、ペリレン、フェナントレン、９－フルオレノン、ジベンゾスベロン、クルク
ミン、キサントン、チオミヒラーケトン、α－（４－ジメチルアミノベンジリデン）ケト
ン、例は２，５－ビス（４－ジエチルアミノベンジリデン）シクロペンタノン、２－（４
－ジメチルアミノ－ベンジリデン）－インダン－１－オン、３－（４－ジメチルアミノ－
フェニル）－１－インダン－５－イル－プロペノン、３－フェニルチオフタルイミド、Ｎ
－メチル－３，５－ジ（エチルチオ）－フタルイミド、Ｎ－メチル－３，５－ジ（エチル
チオ）フタルイミド、フェノチアジン、メチルフェノチアジン、アミン、例はＮ－フェニ
ルグリシン、４－ジメチルアミノ安息香酸エチル、４－ジメチルアミノ安息香酸ブトキシ
エチルベンゾエート、４－ジメチルアミノアセトフェノン、トリエタノールアミン、メチ
ルジエタノールアミン、ジメチルアミノエタノール、２－（ジメチルアミノ）エチルベン
ゾエート、ポリ（プロピレングリコール）－４－（ジメチルアミノ）ベンゾエート。
【００８７】
　硬化する方法は、例えば欧州特許公報第２４５６３９号に記載されているように、熱条
件下でフリーラジカルを形成する成分、例えば２，２′－アゾビス（４－メトキシ－２，
４－ジメチルバレロニトリル）、トリアゼン、ジアゾスルフィド、ペンタザジエンのよう
なアゾ化合物又はペルオキシ化合物、例えばヒドロペルオキシド若しくはペルオキシカー
ボネート、例えばｔ－ブチルヒドロペルオキシドを添加することによって、補助すること
ができる。
【００８８】
　意図される用途に応じて、更なる慣用の添加剤（ｅ）は、蛍光増白剤、充填剤、湿潤剤
又は均展助剤である。
　厚い着色被覆を硬化するには、例えば米国特許第５，０１３，７６８号に記載されてい
るガラス微少球又は微粉砕ガラス繊維を添加することが適している。
【００８９】
　添加剤の選択は、適用分野及びこの分野に必要な特性に応じて行われる。上記に記載さ
れた添加剤は、当該技術において慣用であり、したがってそれぞれの用途において通常の
量で添加される。
【００９０】
　本発明は、成分（ａ）として、水中に乳化、分散又は溶解されている少なくとも１つの
エチレン性不飽和光重合性化合物を含む組成物も提供する。そのような放射線硬化性水性
プレポリマー分散体の多くの変種が市販されている。
　プレポリマー分散体は、水の分散体であり、少なくとも１つのプレポリマーがその中に
分散されていると理解されている。水中に分散されている放射線硬化性プレポリマー又は
プレポリマーの混合物の量は、例えば、約２０～９５重量％、特に３０～７０重量％であ
る。これらの組成物において、水及びプレポリマーで提示された百分率の合計は、それぞ
れの場合において１００であり、助剤及び添加剤（例えば、乳化剤）は、意図される用途
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に応じて異なる量が添加される。
　放射線硬化性水性プレポリマー分散体は、少なくとも４００、特に５００～１００００
０の平均分子量Ｍｎ（g/mol）を有する単官能又は多官能エチレン性不飽和プレポリマー
を含む既知のポリマー系である。しかし、より高い分子量を有するプレポリマーを、意図
される用途に応じて考慮することもできる。例えば、１０以下の酸価を有するポリエステ
ル、重合性Ｃ－Ｃ二重結合を含むポリエーテル、１分子当たり少なくとも２つのエポキシ
ド基を含むポリエポキシドと、少なくとも１つのα，β―エチレン性不飽和カルボン酸と
のヒドロキシル基含有反応生成物、ポリウレタン（メタ）アクリレート、及びα，β―エ
チレン性不飽和アクリルラジカルを含むアクリルコポリマーが用いられ、それは欧州特許
公報第０１２３３９号に記載されている。これらのプレポリマーの混合物も同様に使用す
ることができる。また適切なものは、欧州特許公報第３３８９６号に記載されている重合
性プレポリマーであり、これは、追加的に重合性Ｃ－Ｃ二重結合を含む、少なくとも６０
０の平均分子量Ｍｎ（g/mol）を有する重合性プレポリマーのチオエーテル付加物である
。特定のアルキル（メタ）アクリレートポリマーに基づいた他の適切な水性分散体は、欧
州特許公報第４１１２５号に記載されている。
　これらの放射線硬化性水性プレポリマー分散体に含めることができる更なる添加剤（ｅ
）は、分散助剤、乳化剤、酸化防止剤、光安定剤、充填剤、例えばタルク、石膏、ケイ酸
、ルチル、カーボンブラック、酸化亜鉛、酸化鉄、反応促進剤、均展剤、滑剤、湿潤剤、
増粘剤、つや消し剤、消泡剤及び塗料技術において慣用の他の助剤である。適切な分散助
剤は、高分子量であり、かつ極性基を含む水溶性有機化合物であり、例は、ポリビニルア
ルコール、ポリビニルピロリドン又はセルロースエーテルである。使用することができる
乳化剤は、非イオン性乳化剤であり、また望ましい場合はイオン性乳化剤である。
【００９１】
　特定の場合において、式Ｉの２つ以上の光開始剤の混合物を使用することが有益であり
うる。当然のことながら、他の種類の既知の光開始剤（ｂ１）との混合物を使用すること
も可能であり、例えば、カンファーキノン；ベンゾフェノン、２，４，６－トリメチルベ
ンゾフェノン、２－メチルベンゾフェノン、３－メチルベンゾフェノン、４－メチルベン
ゾフェノン、２－メトキシカルボニルベンゾフェノン、４，４′－ビス（クロロメチル）
ベンゾフェノン、４－クロロベンゾフェノン、４－フェニルベンゾフェノン、３，３′－
ジメチル－４－メトキシ－ベンゾフェノン、〔４－（４－メチルフェニルチオ）フェニル
〕－フェニルメタノン、メチル－２－ベンゾイルベンゾエート、３－メチル－４′－フェ
ニルベンゾフェノン、２，４，６－トリメチル－４′－フェニルベンゾフェノン、４，４
′－ビス（ジメチルアミノ）ベンゾフェノン、４，４′－ビス（ジエチルアミノ）ベンゾ
フェノンのようなベンゾフェノン誘導体；ケタール化合物、例としてはベンジルジメチル
ケタール（IRGACURE（登録商標）651）；アセトフェノン、アセトフェノン誘導体、例え
ばα－ヒドロキシシクロアルキルフェニルケトン、又は２－ヒドロキシ－２－メチル－１
－フェニル－プロパノン（DAROCUR（登録商標）1173）、１－ヒドロキシ－シクロヘキシ
ル－フェニル－ケトン（IRGACURE（登録商標）184）、１－（４－ドデシルベンゾイル）
－１－ヒドロキシ－１－メチル－エタン、１－（４－イソプロピルベンゾイル）－１－ヒ
ドロキシ－１－メチル－エタン、１－〔４－（２－ヒドロキシエトキシ）－フェニル〕－
２－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン（IRGACURE（登録商標）2959）;
２－ヒドロキシ－１－｛４－〔４－（２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル）－ベ
ンジル〕－フェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン（IRGACURE（登録商標）127）
；２－ヒドロキシ－１－｛４－〔４－（２－ヒドロキシ－２－メチル－プロピオニル）－
フェノキシ〕－フェニル｝－２－メチル－プロパン－１－オン；ジアルコキシアセトフェ
ノン、α－ヒドロキシ－若しくはα－アミノアセトフェノン、例は（４－メチルチオベン
ゾイル）－１－メチル－１－モルホリノエタン（IRGACURE（登録商標）907）、（４－モ
ルホリノベンゾイル）－１－ベンジル－１－ジメチルアミノプロパン（IRGACURE（登録商
標）369）、（４－モルホリノベンゾイル）－１－（４－メチルベンジル）－１－ジメチ
ルアミノプロパン（IRGACURE（登録商標）379）、（４－（２－ヒドロキシエチル）アミ
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ノベンゾイル）－１－ベンジル－１－ジメチルミノプロパン）、（３，４－ジメトキシベ
ンゾイル）－１－ベンジル－１－ジメチルアミノプロパン；４－アロイル－１，３－ジオ
キソラン、ベンゾインアルキルエーテル及びベンジルケタール、例はジメチルベンジルケ
タール、フェニルグリオキサル酸エステル及びそれらの誘導体、例はオキソ－フェニル－
酢酸２－（２－ヒドロキシ－エトキシ）－エチルエステル、二量体フェニルグリオキサル
酸エステル、例はオキソ－フェニル－酢酸１－メチル－２－〔２－（２－オキソ－フェニ
ル－アセトキシ）－プロポキシ〕－エチルエステル（IRGACURE（登録商標）754）；オキ
シムエステル、例は１，２－オクタンジオン１－〔４－（フェニルチオ）フェニル〕－２
－（Ｏ－ベンゾイルオキシム）（IRGACURE（登録商標）OXE01）、エタノン１－〔９－エ
チル－６－（２－メチルベンゾイル）－９Ｈ－カルバゾール－３－イル〕－１－（Ｏ－ア
セチルオキシム）（IRGACURE（登録商標）OXE02）、９Ｈ－チオキサンテン－２－カルボ
キシアルデヒド９－オキソ－２－（Ｏ－アセチルオキシム）、過酸エステル、例はベンゾ
フェノンテトラカルボン酸過酸エステル、例えば欧州特許公報第１２６５４１号に記載さ
れているもの、モノアシルホスフィンオキシド、例は（２，４，６－トリメチルベンゾイ
ル）ジフェニルホスフィンオキシド（DAROCUR（登録商標）TPO）、エチル（２，４，６－
－トリメチルベンゾイルフェニル）ホスフィン酸エステル；ビスアシルホスフィンオキシ
ド、例はビス（２，６－ジメトキシ－ベンゾイル）－（２，４，４－トリメチル－ペンチ
ル）ホスフィンオキシド、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）－フェニルホスフ
ィンオキシド（IRGACURE（登録商標）819）、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル
）－２，４－ジペントキシフェニルホスフィンオキシド、トリスアシルホスフィンオキシ
ド、ハロメチルトリアジン、例は２－〔２－（４－メトキシ－フェニル）－ビニル〕－４
，６－ビス－トリクロロメチル－〔１，３，５〕トリアジン、２－（４－メトキシ－フェ
ニル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－〔１，３，５〕トリアジン、２－（３，４－
ジメトキシ－フェニル）－４，６－ビス－トリクロロメチル－〔１，３，５〕トリアジン
、２－メチル－４，６－ビス－トリクロロメチル－〔１，３，５〕トリアジン、ヘキサア
リールビスイミダゾール／共開始剤系、例は２－メルカプトベンゾチアゾールと組み合わ
せたオルト－クロロヘキサフェニル－ビスイミダゾール、フェロセニウム化合物又はチタ
ノセン、例はビス（シクロペンタジエニル）－ビス（２，６－ジフルオロ－３－ピリル－
フェニル）チタン（IRGACURE（登録商標）784）との混合物である。更に、ホウ酸塩化合
物を共開始剤として使用することができる。
【００９２】
　光重合性組成物は、一般に、組成物全体に基づいて０．０５～１５重量％、好ましくは
０．１～５重量％の硬化剤（ｂ）を含む。この量は、開始剤の混合物が用いられる場合は
、添加された全ての光開始剤の合計を意味する。したがって、この量は、光開始剤（ｂ）
又は光開始剤（ｂ）＋（ｂ１）のいずれかを意味する。
【００９３】
　光重合性組成物は多様な目的のため、例えば、印刷インク、例は、スクリーン印刷イン
ク、フレキソ印刷又はオフセット印刷、枚葉紙印刷用インクとして、例えば木材又は金属
用の着色仕上げとして、粉末被覆として、とりわけ紙、木材、金属若しくはプラスチック
用の被覆材料として、建物用マーキング及び道路のマーキングのため、写真再生技術のた
め、ホログラフ記録材料のため、画像記録技術のため又は有機溶媒により若しくは水性ア
ルカリにより現像できる印刷版を製造するため、スクリーン印刷用マスクを製造するため
の日光硬化性被覆として、接着剤として、感圧接着剤として、積層用樹脂として、フォト
レジスト、例は液体及び乾燥膜の両方での、エッチングレジスト、電気めっきレジスト又
はパーマネントレジストとして、光構造性誘電体として及びプリント回路基板用のはんだ
マスクとして、あらゆる種類のディスプレー用のカラーフィルターを製造するため又はプ
ラズマディプレーパネル及びエレクトロルミネセンスディスプレーの製造プロセスにおい
て構造体を生成するため、光スイッチ、光格子（干渉グリッド）、光回路を製造するため
、塊硬化（透明成形型中のＵＶ硬化）によるか又は例えば米国特許第４，５７５，３３０
号に記載されているような立体リソグラフ技術により三次元物品を製造するため、複合材
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料（例えば、所望であれば、ガラス繊維及び／又は他の繊維及び他の助剤を含有すること
ができるスチレンポリエステル）及び他の厚層組成物を製造するため、電子部品及びチッ
プを被覆又は封入するためのレジストとして、ゲルコートとして、或いは光ファイバーの
被覆として使用することができる。
　本発明の組成物は、更に、医療装置、補助具又は移植片、例えばコンタクトレンズの製
造のために適している。
　更に、本発明の組成物は、例えばドイツ国特許第１９７０００６４号及び欧州特許公報
第６７８５３４号に記載されている熱互変特性を有するゲルの調製のために適している。
　本発明の組成物は、例えば、Paint&Coatings Industry, April 1997, 72又はPlastics 
World, Vol. 54, No. 7, page 48(5)に記載されている乾燥塗膜に使用することもできる
。
　式Ｉ又はＩａの硬化剤は、有機材料に染料を固着させる開始剤として追加的に用いるこ
とができる。
【００９４】
　被覆材料において、プレポリマーと、多不飽和モノマーとの混合物の使用が頻繁に行わ
れ、これは追加的に単不飽和モノマーを含むこともできる。ここで、被覆膜の特性を主に
規定するのがプレポリマーであり、当業者は、それを変えることによって、硬化膜の特性
に影響を与えることができる。多不飽和モノマーは、膜を不溶性にする架橋剤として機能
する。単不飽和モノマーは、反応性希釈剤として機能し、それは溶媒を用いる必要なく粘
度を低減するために使用される。
　不飽和ポリエステル樹脂は、通常、単不飽和モノマー、好ましくはスチレンと一緒に２
成分系において使用される。フォトレジストでは、多くの場合、特定の１成分系が使用さ
れ、例えば、ドイツ国特許第２３０８８３０号に記載されているポリマレイミド、ポリカ
ルコン又はポリイミドである。
【００９５】
　本発明の組成物は、放射線硬化性粉末被覆として使用することもできる。粉末被覆は、
固体樹脂、並びに反応性二重結合を含むモノマー、例えば、マレエート、ビニルエーテル
、アクリレート、アクリルアミド及びそれらの混合物に基づくことができる。フリーラジ
カルＵＶ硬化性粉末被覆は、不飽和ポリエステル樹脂を、固体アクリルアミド（例えば、
メチルアクリルアミドグリコール酸メチル）及び新規フリーラジカル光開始剤と混合する
ことによって配合することができ、そのような配合物は、例えばM. Wittig及びTh. Gohma
nnによる論文"Radiation Curing of Powder Coating", Conference Proceedings, Radtec
h Europe 1993において記載されている。粉末被覆は、例えば、ドイツ国特許第４２２８
５１４号及び欧州特許公報第６３６６６９号に記載されている結合剤を含むこともできる
。フリーラジカルＵＶ硬化性粉末被覆は、また、不飽和ポリエステル樹脂を、固体アクリ
レート、メタクリレート又はビニルエーテル及び新規な光開始剤（又は光開始剤混合物）
と混合することによって配合することもできる。粉末被覆は、また、例えばドイツ国特許
第４２２８５１４号及び欧州特許公報第６３６６６９号に記載されている結合剤を含んで
もよい。この手順は、通常、粉末を基材、例えば、金属又は木材に静電又は摩擦静電吹付
けし、加熱により粉末を溶融し、平滑な膜が形成された後、例えば、中圧水銀灯、メタル
ハライドランプ又はキセノンランプを使用する紫外線及び／又は可視光線を用いて被覆を
放射線硬化することを含む。放射線硬化性粉末被覆のその熱硬化性対応物に対する特に有
利な点は、平滑で非常に光沢のある被覆の形成を確実にするため、粉末粒子が溶融した後
、流動時間を遅延きることである。熱硬化系と対照的に、放射線硬化粉末被覆は、その寿
命を縮める望ましくない効果を有することなく低温で溶融して配合することができる。こ
のため、感熱性基材、例えば木材又はプラスチック用の被覆としても適している。
　光開始剤に加えて、粉末被覆配合物は、ＵＶ吸収剤を含むこともできる。適当な例は、
上記の項目１～８において提示されている。
【００９６】
　新規な光硬化性組成物は、例えば、全種類の基材、例えば木材、織物、紙、セラミック
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、ガラス、特に膜の形態のポリエステル、ポリエチレンテレフタレート、ポリオレフィン
又は酢酸セルロースのようなプラスチック、また、保護層が適用される又は画像様式の暴
露により画像を生成することが意図されるＡｌ、Ｃｕ、Ｎｉ、Ｆｅ、Ｚｎ、Ｍｇ又はＣｏ
及びＧａＡｓ、Ｓｉ又はＳｉＯ２のような金属のための被覆材料として適している。
【００９７】
　基材の被覆は、基材に液体組成物、溶液又は懸濁液を適用することによって実施するこ
とができる。溶媒及びその濃度の選択は、主に組成物の種類及び被覆技術によって左右さ
れる。溶媒は不活性であるべきであり、すなわち成分と化学反応を起こすべきではなく、
被覆後の乾燥の間に再び除去することができるべきである。適切な溶媒の例は、メチルエ
チルケトン、イソブチルメチルケトン、シクロペンタノン、シクロヘキサノン、Ｎ－メチ
ルピロリドン、ジオキサン、テトラヒドロフラン、２－メトキシエタノール、２－エトキ
シエタノール、１－メトキシ－２－プロパノール、１，２－ジメトキシエタン、酢酸エチ
ル、酢酸ｎ－ブチル及び3-エトキシプロピオン酸エチルのような、ケトン、エーテル及び
エステルである。
　溶液は、既知の被覆技術、例えば、スピンコーティング、浸漬被覆、ナイフコーティン
グ、流し塗り、刷毛塗り、吹付け、特に静電吹付け及びリバースロールコーティングによ
り、また電気泳動塗装により基材に均等に適用される。感光層を仮の軟質支持体に塗布し
、次に積層により層を移転して最終基材、例えば、銅張り回路基板を被覆することも可能
である。
　適用量（被覆厚）及び基材（層支持体）の性質は、所望の適用分野によって左右される
。　被覆厚の範囲は、一般に、約０．１μm～１００μm超、例えば、０．１～３００μm
、例は０．１～２００μm、０．１～１５０μm、１０～３００μm、１０～２００μm、５
０～３００μm、１００～３００μm、１００～２００μm又は１２０～３００μmの値を含
む。
　好ましいものは、１００μmを超える、例えば１００～３００μm、１００～２００μm
又は１２０～３００μmの湿潤被膜厚である。
　したがって、高厚の膜を適用及び硬化するためには、着色剤の量を６０％まで、好まし
くは１０～４０％増加して、隠ぺい力を増加することができる。より高い顔料装填により
適用される厚さは、０．１～２００μm、例えば０．１～１５０μm、１０～１００μm、
２０～６０μmの範囲である。
【００９８】
　光硬化は、インクの乾燥時間が印刷美術製品(graphic product)の生産速度にとって重
要な要因であり、１秒の何分の一のオーダーであるべきなので、印刷にとって極めて重要
である。ＵＶ硬化性インクは、スクリーン印刷及びオフセットインクにとって特に重要で
ある。
【００９９】
　組成物は、印刷版を製造するためにも適している。この用途は、例えば、可溶性直鎖ポ
リアミド又はスチレン／ブタジエン及び／若しくはスチレン／イソプレンゴム、カルボキ
シル基含有ポリアクリレート又はポリメチルメタクリレート、ポリビニルアルコール又は
ウレタンアクリレートと光重合性モノマー、例えば、アクリルアミド及び／若しくはメタ
クリルアミド、又はアクリレート及び／若しくはメタクリルレート、並びに光開始剤の混
合物を使用する。これらの系の膜及び版（湿潤又は乾燥）を、印刷された原本のネガティ
ブ（又はポジティブ）で暴露し、続いて未硬化部分を適当な溶媒又は水溶液を使用して洗
い流す。
【０１００】
　光硬化が用いられる別の分野は、例えば金属板又は管の被覆、缶又は瓶のキャップの被
覆の場合、金属の被覆であり、例えばＰＶＣに基づいた床又は壁仕上げ材の場合、ポリマ
ー被覆の光硬化である。
　紙被覆の光硬化の例は、ラベル、レコードジャケット及びブックカバーの無色のワニス
塗りである。
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【０１０１】
　また興味深いことは、複合材組成物から作製される造形物品を硬化するための新規な組
成物の使用である。複合材合成物は、自立マトリックス材料、例えば、ガラス繊維織物、
或いは例えば、植物繊維から構成され〔K. -P. Mieck, T. Reussmann in Kunststoffe 85
 (1995), 366-370を参照すること〕、これは、光硬化配合物で含浸されている。新規な化
合物を使用して製造される場合、複合材合成物を含む造形部分は、高いレベルの機械的安
定性及び抵抗性を達成する。新規な化合物は、例えば欧州特許公報第７０８６号に記載さ
れているように、成形、含浸及び被覆組成物における光硬化剤として用いることもできる
。そのような組成物の例は、硬化活性及び黄変耐性に関して厳格な要件に付されるゲルコ
ート樹脂、及び繊維補強成形体、例えば平面であるか又は長手方向若しくは横方向の波形
を有する光拡散パネルである。手積み、吹付け積み、遠心分離流し込み又はフィラメント
巻きのような、そのような成形体を製造する技術が、例えばP.H. Seldenにより"Glasfase
rverstaerkte Kunststoffe", page 610, Springer Verlag Berlin-Heidelberg-New York 
1967において記載されている。これらの技術により製造することができる物品の例は、ボ
ート、ファイバーボート、ガラス繊維補強プラスチックで両面被覆されたチップボードパ
ネル、管、容器などである。成形、含浸及び被覆組成物の更なる例は、波形シートび紙積
層品のような、ガラス繊維を含有する成形体（ＧＲＰ）のためのＵＰ樹脂ゲルコートであ
る。紙積層品は、尿素樹脂又はメラミン樹脂に基づいていることができる。積層品の製造
の前に、ゲルコートを支持体（例えば、膜）上に製造する。新規な光硬化性組成物は、樹
脂の流し込み、又は物品、例えば電子部品などの埋め込みに使用することもできる。硬化
は、通常、中圧水銀灯を使用して実施され、これはＵＶ硬化において慣用的である。しか
し、より強度の低いランプ、例えばTL 40W/03又はTL40W/05型も興味深いものである。こ
れらのランプの強度は、およそ日光に相当する。硬化するのに直射日光を使用することも
可能である。更に有利な点は、部分的に硬化され、可塑化した状態で複合材料を光源から
移動し、造形することができ、その後完全な硬化が実施されることである。
【０１０２】
　新規な組成物の感光性は、一般に約１５０nm～６００nm、例えば１９０～６００nm（Ｕ
Ｖ～可視領域）にわたることができる。適切な放射線は、例えば、日光、又は人工光源か
らの光に存在する。したがって、多数の非常に異なる種類の光源が用いられる。点光源及
び配列（「ランプカーペット」）の両方が適している。例は、カーボンアークランプ、キ
セノンアークランプ、低圧、中圧、高圧及び超高圧水銀灯、可能であれば金属ハロゲン化
物でドープされているもの（金属ハロゲンランプ）、マイクロ波励起金属蒸気ランプ、エ
キシマーランプ、超化学線蛍光管、蛍光灯、アルゴン白熱灯、電子閃光灯、写真用投光ラ
ンプ、電子ビーム及びＸ線である。ランプと、本発明に従って暴露される基材との間隔は
、意図される用途、並びにランプの種類及び出力に応じて変わることができ、例えば、２
cm～１５０cmであることができる。レーザー光源、例えば、１５７nmで暴露するＦ２エキ
シマーレーザー、２４８nmで暴露するＫｒＦエキシマーレーザー及び１９３nmで暴露する
ＡｒＦエキシマーレーザーのようなエキシマーレーザーも適している。可視領域のレーザ
ーを用いることもできる。或いは、化学線は、発光ダイオード（ＬＥＤ）、例えばＵＶ発
光ダイオード（ＵＶ－ＬＥＤ）により提供される。前記ＬＥＤは、放射線供給源の瞬時の
オンオフの切り替えを可能にする。更に、ＵＶ－ＬＥＤは、一般に狭い波長分布を有し、
ピーク波長を特別に設定することが可能であり、また、電気エネルギーのＵＶ放射への効
率的な変換をもたらす。
【０１０３】
　したがって、本発明は、着色組成物を硬化する方法であって、上記で定義された着色組
成物を基材の少なくとも１面に適用すること及び組成物を２００～６００nmの範囲の光で
照射することを含む方法、並びに組成物を、０．１～３００μmの厚さで基材に適用し、
続いて２００～６００nmの波長範囲の光で照射する方法も提供する。
【０１０４】
　更に本発明は、２００～６００nmの波長範囲の光で照射して、ＵＶ及び短可視光線吸収
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着色剤を含む着色ＵＶ硬化性組成物を硬化するために、硬化剤としてフェニルグリオキサ
レート型の光開始剤化合物の化合物を使用することに関する。
　短波長可視光線は、３８０～５００nmの範囲の放射線であると考慮される。
【０１０５】
　本発明は、更に、上記記載の組成物により少なくとも１面が被覆されている被覆基材を
提供する。
【０１０６】
　本発明の別の主題は、着色表面被覆、印刷インク、スクリーン印刷インク、オフセット
印刷インク、フレキソ印刷インク、粉末被覆、印刷版、接着剤、複合材料、ゲルコート、
ガラスファイバーケーブル被覆、スクリーン印刷ステンシル、レジスト材料、立体リソグ
ラフによる三次元物品用、写真再生用又は画像記録材料用カラーフィルターの調製のため
の上記に記載された組成物の使用、並びに着色表面被覆、印刷インク、スクリーン印刷イ
ンク、オフセット印刷インク、フレキソ印刷インク、粉末被覆、印刷版、接着剤、複合材
料、ゲルコート、ガラスファイバーケーブル被覆、スクリーン印刷ステンシル、レジスト
材料、カラーフィルター立体リソグラフによる三次元物品用、写真再生用又は画像記録材
料用カラーフィルターの調製である。
【０１０７】
　本発明の更なる主体は、光開始剤として式（Ｉｂ）、（１）、（２）、（３）又は（４
）の化合物を含む上記に記載された組成物を１５０～６００nmの範囲の電磁線により又は
電子ビームにより又はＸ線により照射することを含む、エチレン性不飽和二重結合を含む
化合物の光重合方法；並びに上記で定義された式（Ｉｂ）の化合物又は請求項１５で定義
された化合物（１）、（２）、（３）若しくは（４）の化合物の使用；着色及び非着色塗
料、ワニス、粉末被覆、印刷インク、印刷版、接着剤、感圧接着剤、歯科用組成物、ゲル
コート、フォトレジスト、電気めっきレジスト、液体及び乾燥膜の両方用のエッチレジス
ト、はんだレジスト、カラーフィルターを製造するためのレジストとして、プラズマディ
スプレーパネル、エレクトロルミネセンスディスプレー及びＬＣＤの製造プロセスにおい
て構造体を生成するためのレジストとして、ＬＣＤのための、ホログラフデータ記憶（Ｈ
ＤＳ）のためのスペーサー、電気及び電子部品を封入するための、磁気記録材料、マイク
ロメカニカル部品、導波管、光スイッチ、めっきマスク、エッチマスク、カラー校正刷り
系、ガラスファイバーケーブル被覆、スクリーン印刷ステンシルを製造するための、立体
リソグラフィーによる三次元物体を製造するための組成物として、画像記録材料として、
ホログラフ記録、マイクロエレクトロニクス回路、脱色材料、画像記録材料用の脱色材料
のために、マイクロカプセルを使用する画像記録材料のために、ＵＶ及び可視レーザーの
直接画像化系のためのフォトレジスト材料として、プリント回路基板の連続堆積層におけ
る誘電層の形成に使用されるフォトレジスト材料としての、式（Ｉｂ）、（１）、（２）
、（３）又は（４）の化合物を含む上記に記載された組成物の使用である。
　本発明の別の態様は、着色及び非着色塗料、ワニス、粉末被覆、印刷インク、印刷版、
接着剤、感圧接着剤、歯科用組成物、ゲルコート、電子部品用フォトレジスト、電気めっ
きレジスト、液体及び乾燥膜の両方用のエッチレジスト、はんだレジスト、多様なディス
プレー用途におけるカラーフィルターを製造するためのレジスト、プラズマディスプレー
パネル、エレクトロルミネセンスディスプレー及びＬＣＤの製造プロセスにおいて構造体
を生成するためのレジスト、ＬＣＤのための、ホログラフデータ記憶（ＨＤＳ）のための
スペーサー、電気及び電子部品を封入するための、磁気記録材料、マイクロメカニカル部
品、導波管、光スイッチ、めっきマスク、エッチマスク、カラー校正刷り系、ガラスファ
イバーケーブル被覆、スクリーン印刷ステンシルを製造するための、立体リソグラフィー
による三次元物体を製造するための組成物として、画像記録材料として、ホログラフ記録
、マイクロエレクトロニクス回路、脱色材料、画像記録材料用の脱色材料のために、マイ
クロカプセルを使用する画像記録材料のために、ＵＶ及び可視レーザーの直接画像化系の
ためのフォトレジスト材料として、プリント回路基板の連続堆積層における誘電層の形成
に使用されるフォトレジスト材料として製造する方法；並びに上記に記載された式（Ｉｂ
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）、（１）、（２）、（３）又は（４）の光開始剤を含む組成物で少なくとも１面が被覆
されている被覆基材である。
【０１０８】
　本発明の組成物は、特に被覆適用において、とりわけ、より厚い被覆厚又は増加した着
色剤含有量を用いる着色被覆のために適している。
【０１０９】
　以下の実施例は、本発明をより詳細に説明するが、その実施例だけにより範囲を制限す
るものではない。記載の残りの部分及び請求項において、部及び百分率は、特に記述のな
い限り重量に基づいている。３個を超える炭素原子を有するアルキルラジカルが、実施例
において特定の異性体の記述がなく言及される場合、それぞれの場合でｎ－異性体が意図
される。
【０１１０】
調製例
例１　下記の調製
【０１１１】
【化１５】

【０１１２】
　３ｇ（０．０１４mol）の下記：
【０１１３】

【化１６】

【０１１４】
を、イソプロパノール４０ｇ（０．６７mol）に溶解した。反応混合物を７５℃の温度ま
で加熱した。４０℃の温度で、エステル交換触媒として４滴のジブチル－スズ－ジラウレ
ートを加えた。反応混合物を、出発材料が消費されるまで、７５℃の温度で一晩保持した
。反応混合物を室温に冷却し、塩化メチレンで希釈し、水で２回抽出した。有機相をＭｇ
ＳＯ４で乾燥し、溶媒を蒸発させた。黄色の油状残渣を、溶離混合物としてヘプタン／ト
ルエン（１：１）を用いるカラムクロマトグラフィーにより精製した。標記生成物２．４
ｇを黄色の油状物の形態で得た（収率：７２％）。（出発材料化合物：
【０１１５】
【化１７】

【０１１６】
は、国際公開公報第９８３３７６１Ａ１号に記載されているように合成した）。
【０１１７】
例２～６
　例２～６の化合物は、エステル交換反応のために対応するアルコールを使用し、例１に
記載された手順に従って調製した。化合物及びそれらの物理データを表１にまとめた。
【０１１８】
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【表１】

【０１１９】
例７　下記の調製
【０１２０】
【化１８】

【０１２１】
　２ｇ（０．０１mol）の下記：
【０１２２】
【化１９】

【０１２３】
を、シクロヘキサノール１５ｇ（０．１５mol）及びエステル交換触媒としてのジブチル
－スズ－ジラウレート１０mgに溶解した。反応混合物を１２０℃の温度まで加熱した。反
応混合物を、出発材料が消費されるまで、１２０℃の温度で一晩保持した。反応混合物を
室温に冷却し、塩化メチレンで希釈し、水で２回抽出した。有機相をＭｇＳＯ４で乾燥し
、溶媒を蒸発させた。黄色の油状残渣を、溶離混合物としてヘプタン／トルエン（１：１
）を用いるカラムクロマトグラフィーにより精製した。標記生成物１．６８ｇを黄色の油
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【０１２４】
【化２０】

【０１２５】
は、国際公開公報第９８３３７６１Ａ１号に記載されているように合成した）。
【０１２６】
例８～９
　例８及び９の化合物は、エステル交換反応のために対応するアルコールを使用し、例７
に記載された手順に従って調製した。化合物及びそれらの物理データを表２にまとめた。
【０１２７】
【表２】

【０１２８】
適用例：
　適用例において、以下の光開始剤を用いた：
【０１２９】
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【表３】

【０１３０】
適用例１：黄色着色組成物の硬化
　配合：
　六官能ポリエステルアクリレート（Cytec Surface Specialtiesから提供された（EBECR
YL（登録商標）830）５４．６０部
　ヘキサンジオールジアクリレート（Cytec Surface Specialtiesから提供された反応性
希釈剤）１３．６５部
　トリメチロールプロパントリアクリレート（Cytec Surface Specialtiesから提供され
た反応性希釈剤）１３．６５部
　有機黄色顔料（Ｐ．Ｙ．１２８）（Ciba Specialty Chemicalsから提供されたCROMOPHT
AL（登録商標）Yellow 8GN）９．１０部
　ポリマー分散剤（Ciba Specialty Chemicalsから提供されたEFKA（登録商標）4050）９
．０１部
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　顔料、反応性希釈剤及び分散剤を、顔料が湿潤になるまで歯車を使用して予備混合した
。EBECRYL（登録商標）830を加え、予備混合を１５分間続けた。ガラスビーズ（２mm）２
００部を加え、配合物を、パールミルを使用して６０分間分散し、続いて配合物とガラス
ビーズを分離した。
　試験する光開始剤は、形成されるラジカルの等モル量で使用した。光開始剤を予備計量
し、配合物１０ｇを加え、密閉容器の中、磁石式撹拌機を使用して、６０℃で３０分間撹
拌した。試験した光開始剤を表１に提示した。試料を、スリット塗布機を使用し、スリッ
トサイズを増加しながら（スリットを１０μm段階で３０～１３０μm、次に１５０～２０
０μm）白色のプレコートアルミニウムコイル被覆パネルに適用した。
【０１３１】
　スリットサイズは、適用された湿潤膜厚（ＷＦＴ）であること考慮される。適用後、試
料を、１００％（１２０W/cm）で２Hg電球、アルミニウム反射鏡及びライン速度２．５m/
分を使用するFusion ＵＶ硬化装置で硬化した。硬化した後、パネルを、パネルの中央で
横方向に曲げて被覆に亀裂を生じ、基材から剥離させた。被覆の裏側を手で触って、透過
硬化を評価し、乾燥した感触は、良好な透過硬化を意味し、裏側が粘着性又は液体である
と、不十分な透過硬化を意味した。決定されるものは、最大硬化湿潤膜厚（WFTmax）であ
り、光開始剤の透過硬化性の測度である。適用可能な最大スリットサイズが、最大硬化湿
潤膜厚（WFTmax）である。＋／－１０μmのWFTmaxの偏差が考慮された。
　試験化合物、並びにその結果を表３にまとめた。
【０１３２】
【表４】

【０１３３】
適用例２　純色及び白色減退の硬化
２．１　配合物
　基本的な配合成分は下記である：
　Cytec Surface Specialtiesから提供された六官能ポリエステルアクリレートであるEBE
CRYL（登録商標）830；Cytec Surface Specialtiesから提供された反応性希釈剤であるヘ
キサンジオールジアクリレート（ＨＤＤＡ）；Cytec Surface Specialtiesから提供され
た反応性希釈剤であるトリメチロールプロパントリアクリレート（ＴＭＰＴＡ）；Ciba S
pecialty Chemicalsから提供されたポリマー分散剤であるEFKA 4050；BYK-Chemieから提
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供された分散剤であるDisper-byk 110。
顔料のリスト：
　CROMOPHTAL（登録商標）Yellow 8GN (P.Y.128); IRGAZIN（登録商標）Yellow 2093 (P.
Y.184); IRGAZIN（登録商標）DPP Orange RA (P.O.73); IRGAZIN（登録商標）Red 2030; 
IRGALITE（登録商標）Red 3RS (P.R.112); IRGAZIN（登録商標）Green 2180 (P.G.007)（
全てCiba Specialty Chemicalsより提供された）; Degussaより提供されたSpecial Black
 4; Kronosより提供されたKronos 2310。
【０１３４】
純色（ＦＳ）の配合物： 
【表５】

　顔料、ＨＤＤＡ、ＴＭＰＴＡ、分散剤及び半分の量のEBECRYL（登録商標）830を、ガラ
スビーズ（φ２mm）２３０ｇと合わせ、LAU Disperserにより、１２０分間分散したＦＳ
－６、IRGAZIN（登録商標）Green 2180以外は、６０分間分散した。残りの量のEBECRYL（
登録商標）830を配合物に加え、溶解機ユニットを使用して、低速度で撹拌してから、ガ
ラスビーズと配合物を分離した。
　IRGAZIN(登録商標)Green 2180（ペースト）をKronos 2310（ＦＳ）と５０：５０の顔料
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比で合わせ、十分に混合するまで磁石式撹拌装置で撹拌した。ここで、この塗料をＦＳ－
６　IRGAZIN（登録商標）Green 2180（５０：５０）と呼ぶ。
【０１３５】
白色減退（ＷＲ）の配合物：
　ＷＲ配合物は、白色配合物Kronos 2310（ＦＳ－８）を、対応する顔料着色された純色
と共に混合することによって調製した。IRGAZIN（登録商標）Yellow 2093、IRGALITE（登
録商標）Red 3RS、IRGAZIN（登録商標）Green 2180による白色減退は、１／３国際標準濃
度（ＩＳＤ）に適合するように調製した。白色減退は、以下の顔料比に従って調製した：
【０１３６】
【表６】

【０１３７】
塗料試料：
【０１３８】
【表７】

【０１３９】
　塗料試料１０ｇは、光開始剤を予め計量し、次に配合物を加えることによって調製した
。次に試料を、磁石式撹拌装置により６０℃で３０分間撹拌した。
【０１４０】
２．２　実験及び結果
　塗料の適用、硬化及び最大硬化湿潤膜厚の決定は、例１に記載されているとおりに実施
した。結果を表４にまとめた。
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【表８】

【０１４２】
適用例３：黄色着色組成物の硬化
　例１の手順を繰り返したが、六官能ポリエステルアクリレートEBECRYL（登録商標）830
の代わりに、以下のポリエステルアクリレート及び下記に示した光開始剤を使用した：
　Ｆ－２：EBECRYL（登録商標）800　四官能ポリエステルアクリレート
　Ｆ－３：EBECRYL（登録商標）810　四官能ポリエステルアクリレート
　Ｆ－４：EBECRYL（登録商標）885　三官能ポリエステルアクリレート
　EBECRYL（登録商標）樹脂は、全て、Cytec Surface Specialtiesから供給された。樹脂
は、官能価の他に、更に、分子量分布、樹脂の組成、粘度、反応性、ガラス移転点が異な
っている。対応する樹脂の情報は、Cytec Surface Specialties（又は旧UCB Surface Spe
cialties）により公表されている情報小冊子及び技術データにおいて見出すことができる
。
　以下の光開始剤を試験した：
【０１４３】

【表９】

【０１４４】
　最大硬化湿潤膜厚の決定も、例１に記載されているとおりに実施した。結果を表５に提
示した。
【０１４５】

【表１０】
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